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成田市工事検査規程第５条に基づく検査の方法は、この要領の定めるところによるものとする。 
 

（１）検査の方法 
 ア．一般共通事項 
検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 

 
契約時 
関係書類 
 

・工事請負契約書 
・設計図書（図面、仕様書、 
 質疑回答書） 
・設計書 

・部分払いの回数、支払限度額の確認 
・重要な事項が示されている場合の確認 

 
 
 
 
 
着工時 
関係書類 
 

・監督職員選任通知書 
・主任技術者等選任通知書 
・工程表 
・工事保険等の証書の写し 
・建設業退職金共済制度購入 
 状況報告書及び受払簿 
・成田市建設工事適正化指導 
 要綱 
 
・現場における監理技術者の 
 専任制確認 
・工事ｶﾙﾃ作成、登録（CORINS） 

・工期変更及び人事異動による変更通知の確認 
・資格及び専任の確認、恒常的雇用関係が確認できる書類 
 
・付保期間、金額の確認 
・購入状況及び受払簿の確認 
 
・調査報告書、下請業者選定通知書、施工体制台帳、 
 施工体系図、下請契約書の写し等により確認 
・施工体制等点検表により確認 
・資格及び専任の確認等 
 
・請負金額 500 万円以上の工事対象、契約後・変更後及び 
 完成後 10 日以内の登録の確認 

 
 
 
 
 
施工時 
関係書類 

・施工計画書 
 
 
・工事関係書類 
 
・各種施工図 
・主要材料搬入報告書 
・支給品受領書、支給品精算書 
・現場発生品調書 
・廃棄物の処理及び清掃に関 
 する法律（廃棄物処理法） 

・実際の施工方法との対比 
・規格証明書、材料成績書、使用量計算書による確認 
・工事打合簿、使用材料の品質証明書等綴、材料確認願 
 綴、段階確認書綴、品質管理図表綴、出来形管理図表 
 綴、工事写真等により確認 
・施工内容の確認 
・種別、規格、日付け、数量等の確認 
・数量の確認 
・数量の確認 
・収集運搬及び最終又は中間処分場の許可証及び契約の 
 確認 
・ﾏﾆﾌｪｽﾄにより D 又は E 票の確認 
・検査時までＥ票の提出がない場合は、後日主任監督員 
 が確認 
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検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
 
 
 
 
 
 
施工時 
関係書類 

・千葉県建設ﾘｻｲｸﾙｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
 
 
 
・建設副産物の処理基準及び 
 再生資材の利用基準 
・建設発生土管理基準 
 
・各種技能士 
・工期変更協議書 
・中間前金払認定調書 
・既済部分検査申請書 
・部分完成届 
・部分引渡書 
・事故報告書 

・ﾘｻｲｸﾙ計画書 
・再生資源利用計画書（実施書） 
・再生資源利用促進計画書（実施書） 
・建設副産物情報交換ｼｽﾃﾑ－COBRIS－ 
・建設副産物処理申請書 
・建設副産物処理調書 
・汚染要因に関する調査票 
・埋め立てに関する許可証の確認 
・資格証明書により確認 

 
 
完成時 
関係書類 

・工事完成報告書 
・下検査調書 
・完成図書等 
・完成写真 
・安全衛生関係書類 
・工事ｶﾙﾃ変更、完成 
 （CORINS） 

 
 
 
・特記による 
・安全活動の確認 
・請負金額 500 万円以上 

その他 ・官公署届出書類 ・関係法令による手続きの完了及び合格の確認 
※ 工事の種別毎に選択するものとする。 
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 イ．検査の項目 

                                   
 

検 査 の 項 目 検  査  の  方  法 

延     長 原則として起終点を基準として各測点間の距離を計測する。 

幅員、法長、法勾配、 
高さ、深さ 

原則として、測点並びに測点間について実測し、出来形寸法を確認する。 

計画高、縦断・ 
横断勾配 

1.計画高は、必要あると認めた時は基準点（仮基準点を含む）による。 
2.縦断・横断勾配は原則として測点並びに測点間について実測する。 

 
 
 
構  造  物 

1.長さ、幅、高さ、厚さ等を実測して出来形寸法を確認すると共に、 
 外観を観察する。 
2.ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物については、ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ（ｼｭﾐｯﾄﾊﾝﾏｰ等）その他の方法で強度 
 を判定する。 
3.重要なｺﾝｸﾘｰﾄ構造物については、必要と認めた場合は漏水の有無を 
 削孔、注水等により確認する。 
4.必要と認めた時は、一部破壊又は抜取り検査を行う。 
5.品質については関係資料により確認することができる。 

主  要  資  材 規格、品質、数量等を写真並びに関係書類その他実地検査により判定する。 

残  土  処  理 設計土量の処理、並びに処理場所を必要であると認めたときに確認する。 

仮  設  工  事 1.指定仮設については、原則として設計図書により検査する。 
2.任意仮設については、監督職員の承諾を得たものの資料による。 

 
写真による検査 
 

基礎及び根入長等の掘り起し検査ができがたいとき又はその構造物に将

来影響を及ぼすおそれがあるときは監督職員から工事施工の実情を聞き

写真により判定する。 

品       質 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工事、ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工事及びｺﾝｸﾘｰﾄ工事等の品質により判定す

る。 
出来形管理図表 設計値と実測値を対比して記録した出来形図又は出来形図表等により判

定する。 
跡   片   付 現場整理等を確認する。 

 1.検査は現地で測定することを原則とするが、特別の事由により現地にお 
 いて測定できない場合は、工事写真、品質管理、資料及び出来形管理図 
 表等で判定することができる。 
2.この検査方法に記載されていないものは、検査職員の判定による。 
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 ウ．土木工事の工種別検査方法 

工 種 検  査  項  目 検  査  内  容 検  査  の  方  法 
1.一般施工 
（1）ｺﾝｸﾘｰﾄ工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.ｺﾝｸﾘｰﾄ打設数量 設計数量との対比 工事写真、出来形管理図表等

及び必要により、納入伝票で

判定。 
2.配合及びｽﾗﾝﾌﾟ 設計配合及びｽﾗﾝﾌﾟの適

否の確認 
品質管理資料（骨材試験及び

配合設計試験で判定）。 

3.ｺﾝｸﾘｰﾄの強度 試験値の最低強度の確

認、全試験値のﾊﾞﾗﾂｷの

有無の確認 

品質管理資料（破壊試験成果

表）ｼｭﾐｯﾄﾊﾝﾏｰ、必要により

ｺｱの強度で判定。 

4.施工状況 配合の均等性の有無の

確認、打設状況の適否 
養生方法の適否 

現地観察、必要により注水検

査で判定。 

5.打継目の位置 重要構造物のｺﾝｸﾘｰﾄ打

継目の位置の確認、一区

画打継目の施工状況 

現地測定及び工事写真、必要

により注水検査で判定。 

（2）土木 
  一般 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

1.基準高、延長、深 
 さ、法勾配、幅 

床掘掘削は計画深度以

上の深堀の可否 
現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 

2.土質又は岩質 設計との対比 
埋戻し土質の適否 
草木片、有機不純物等の

確認 

現地観察及び土質調査資料

で判定。 

3.残土処分 指定土捨場所の確認 現地観察で判定。 

4.盛土の締固め 各層転圧状況の確認 現地観察及び品質管理資料

で判定。 
5.その他施工状況 床掘、床面の不陸状況、 

埋戻しの締固め状況、埋

戻し跡の表面不陸の状

況、盛土の余盛の程度、

盛土の表面排水処理状

況及び路肩の状況 

現地観察及び工事写真で判

定。 
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工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 
(3)石積工、 

  ﾌﾞﾛｯｸ積工、 

   法面工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.基準高、面積、法 

  勾配、法長、厚さ、 

  天端幅 

 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 

2.使用材料の品質、 

  形状寸法 

形状寸法、外観重量及び

圧縮強度 

現地測定、必要により抜取検

査、品質管理資料及びｺｱｰの

強度で判定。 
3.基礎 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎状況の確認 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
4.その他の施工状況 積方、合端の施工状況の

確認、法面のはらみの有

無、胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ、裏込ｺﾝ

ｸﾘｰﾄ、裏型枠栗石の填充

状況、水抜穴の配置状況

等 

現地測定、抜取して判定。 
必要により削孔注水検査、現

地観察及び工事写真で判定。 

(4)ｺﾝｸﾘｰﾄ 

  壁工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.基準高、延長、 

 天端幅、法勾配高 

断面形状の確認 現地測定及び出来形管理図

表等で判定。 
2.基礎工 基礎杭、基礎栗石等の施

工状況 

現地測定及び工事写真で判

定。 
3.ｺﾝｸﾘｰﾄ工 ｺﾝｸﾘｰﾄの品質及び施工 

状況 

現地測定、品質管理資料及び

ｼｭﾐｯﾄﾊﾝﾏｰ、必要により抜取

ｺｱｰの強度判定。 
4.その他施工状況 基礎又はﾌｰﾁﾝｸﾞと躯体

との取合施工状況、1 区

画のｺﾝｸﾘｰﾄ打設状況、目

地材の材質、厚さの確認 

工事写真、必要により注水検

査及び現地観察で判定。 

(5)鉄筋工 

 

 

 

 

 

 

 

1.数量  必要により納入伝票写し等

で判定。 
2.使用材料の品質、 

 規格、寸法 

 

 

現地測定、工事写真ﾐﾙｼｰﾄ等

で確認する。 

3.施工状況 

 

 

 

鉄筋加工の適否、鉄筋間

隔及び組立の正確度、鉄

筋ｶﾌﾞﾘの確認、鉄筋継手

箇所の可否、鉄筋結束の

確実性の確認 

現地測定、工事写真で判定。 
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工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 
（6）基礎工 
  ①栗石基礎 
   砕石基礎 
 
 
 
  ②杭基礎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.基準高、延長、幅、 
 厚さ 

 現地測定、工事写真出来形管

理図表等で判定。 
2.使用材料の品質、 
 形状寸法 

最大径の確認、材質の適

否 
現地観察及び工事写真で判

定。 
3.施工状況 目潰の填充の状況と締固

め状況 
現地観察及び工事写真で判

定。 
1.基準高、本数、 
 間隔 

 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
2.使用材料の品質、 
 規格 

 品質管理資料（試験成果） 
で判定。 

3.支持力 設計荷重との対比 
（安全率の確認） 

出来形管理資料（打込記録、

杭耐力試験成果）で判定。 

4.施工状況 打込長さ、中心線のずれ、

鉛直度（傾斜度）の確認、

上部構造物との関係、杭

頭の処置継杭施工の適否 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 

（7）矢板工 1.天端高、延長 
 

工事延長と設計枚数の対

比 
現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
2.使用材料の品質、 
 規格寸法 

種類、品質、形状寸法の

確認 
工事写真及び品質管理資料

で判定。 

3.打込状況 
 

法線の通り傾斜の有無 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
4.その他施工状況 
 

打止貫入記録の確認 
頭部の処理状況、矢板相

互の結合状況 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 

（8）縁石工 
  L 型側溝工 

1.基準高、延長、 
 幅又は高さ 

 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
2.使用材料の品質、 
 規格寸法 

種類、品質、形状寸法の

確認 
品質管理資料で判定。 

3.基礎工 基礎工施工の適否  

4.施工状況 ｺﾝｸﾘｰﾄの施工状況 現地測定、工事写真品質管理

資料及び出来形管理図表等

判定。 
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工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 
（9）側溝工 
    水路工 

1.基準高、延長、幅 
 又は高さ 

 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
2.基礎工 基礎工施工の適否  
3.施工状況 ｺﾝｸﾘｰﾄの施工状況及び打

継目地の施工状況 
現地測定、工事写真品質管理

資料及び出来形管理図表等

で判定。 
（10）甲蓋工 1.幅、長さ、厚さ   

2.配筋 幅及び長さ、ﾋﾟｯﾁｶﾌﾞﾘの

確認 
工事写真、必要により抜取り

破壊で判定。 
3.製作状況 ｺﾝｸﾘｰﾄの品質 品質管理資料及び工事写真

で判定。 
（11）管渠工 
    函渠工 
    水  門 
    樋  管 

1.基準高、延長、幅 
 又は内法高 

 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
2.使用材料の品質、 
 規格寸法 

種類、品質、形状、寸法

の確認 
品質管理資料で判定。 

3.基礎工 基礎工施工の適否  
4.施工状況 ｺﾝｸﾘｰﾄの施工状況、中心

線のずれ、ひびわれの状

況、継手部漏水の有無、

管、函渠勾配、止水時の

漏水、開閉時の機能 

現地測定、工事写真品質管理

資料及び出来形管理図表等

で判定。 

（12）井筒基 
   礎工及び 
   潜函基礎 
   工 

1.基準高、各部構造 
 寸法 

 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 
2.地耐力 地盤耐力の確認 出来形管理図表（載荷試験沈

下測定）。 
3.中詰工 指定工法の確認及び施工

状況 
現地観察及び工事写真で判

定。 
4.掘削土の処理   
5.その他施工状況 ｺﾝｸﾘｰﾄ施工状況 現地観察、工事写真品質管理

資料及び出来形管理図表で

判定。 
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工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 
（13）ｾﾒﾝﾄ類 
   吹付工 

1.面積、法長、厚さ  現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
2.使用材料の品質 ｾﾒﾝﾄ類配合の確認 品質管理資料で判定。 
3.施工状況 吹付状態、き裂、浮上り

の有無 
現地観察及び工事写真で判

定。 
（14）芝 工 1.面積、法長、芝付 

  間隔 
 現地測定及び出来形管理図

表等で判定。 
2.使用材料の品質 品種の確認 品質管理資料及び現地観察

で判定。 
3.施工状況 法面の不陸、芝の発芽及

び発育状況、目串の差し

込み状況 

現地観察で判定。 

（15）ﾄﾝﾈﾙ 1.寸法 覆工、坑門の計上寸法 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 
2.覆工厚 覆工背面注入状況の適否 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表必要により削孔

判定。 
3.掘削土の処理   
4.施工状況 ｺﾝｸﾘｰﾄの施工状況、ｲﾝﾊﾞ

ｰﾄの施工基盤、堀りすぎ

た場合の処理状況、湧水

処理の確認、縦方向打継

目の状況、支保工施工の

状況 

現地観察、工事写真品質管理

資料及び出来形管理図表等

で判定。 

2.河 川 
（1）鉄 線 
 蛇籠工事 

1.延長、法長、幅、 
 厚さ、本数 

 現地測定 工事写真及び出

来形管理図表等で判定。 
2.蛇籠の品質、規格 
 寸法 

番線、網目、径、品質の

確認 
現地観察で判定。 

3.詰石の材質、形状 
 寸法 

風化の有無、表面から見

えにくい部分の形状寸法

の確認 

現地観察で判定。 

4.施工状況 石詰めの状況、法肩法尻

屈曲部の施工状況、開口

部及び連結部の処理状況 
止杭の施工状況 

現地観察で判定。 



9 

工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 
（2）捨ﾌﾞﾛｯｯｸ 
  工 

1.基準高、延長、幅  現地測定及び出来形管理図

表等で判定。 
2.使用ﾌﾞﾛｯｸの品質、 
 形状、寸法 

設計との対比 現地測定、品質管理資料及び

ｼｭﾐｯﾄﾊﾝﾏｰで判定。 
3.施工状況 基盤の状況、ﾌﾞﾛｯｸ総数の

確認、据付の粗密のﾊﾞﾗﾝ

ｽ状況、各ﾌﾞﾛｯｸ相互のか

らみ合い 

現地観察工事写真及び出来

形管理図表で判定。 

3.公 園 
 植栽工 

1.樹木の形状、寸法 
 本数及び樹種 

設計との対比 現地測定で判定。 

2.樹木の品種 枝葉の発芽状況 
樹姿の状態 

現地測定で判定。 

3.支柱 材質形状、防腐処理の確

認、支柱取付結束の適否 
現地測定で判定。 

4.施工状況 配植の適否 
整枝手入の状態 
土質改良の状態 
灌水養生の状況 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で測定。 

4.舗装工 
（1）路盤工 

1.基準高、延長、面 
 積、幅員、厚さ、 
 横断、形状 

 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 

2.使用材料の材質 粒度及び配合率の確認 品質管理資料で判定。 
3.密度、支持力  品質管理資料及び現地測定。 

4.施工状況 仕上り面の不陸の有無 
材料分離の有無 

現地観察及び工事写真で判

定。 
（2）ｱｽﾌｧﾙﾄ 
  舗装工 

1.延長、幅員、厚さ、 
 横断形状 

 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 
2.ｱｽﾌｧﾙﾄ合材の品質 合材配合 品質管理資料、必要により抜

取りｺｱｰ試験で判定。 

3.施工状況 施工温度、表面仕上り状

況、転圧の適否合材敷均

しの均等性施工継目、道

路構造物との接合部及び

隅部の施工適否 

現地観察、工事写真品質管理

資料及び出来形管理図表、必

要により平坦性試験で判定。 
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工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 
（3）ｾﾒﾝﾄ、 
  ｺﾝｸﾘｰﾄ 
  舗装工 

1.延長、幅員、厚さ、 
 横断、形状 

 現地測定及び出来形管理図

表で判定。 
2.ｺﾝｸﾘｰﾄ合材の品質 配合、強度 品質管理資料、必要により抜

取りｺｱｰ試験で判定。 
3.施工状況 ｺﾝｸﾘｰﾄ混合水の防護措置

（路盤紙）表面仕上りの

状況、目地仕上げの状況、

養生 

現地観察、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 

5.橋 梁 
（1）一般 

1.基準高、縦横断勾 
  配、橋長、幅員、 
 橋面 

施工精度、設計書との対

比、平坦性、取付道との

取合、排水処理状況 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 

2.伸縮継手、支承 遊間の適否、桁との取付、

ｱﾝｶｰ据付状況 
現地測定で判定。 

（2）下部工 1.基準高、形状寸法、 
 位置の変位 

橋座、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄの天端高、

中心線方向 
現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 
（3）RC 橋 
   PC 橋 

1.桁（版）の形状寸 
 法 

断面寸法、桁間隔、全長、

支間、縦及び横方向の反

り（RC） 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表で判定。 

2.PC 鋼線（鋼棒） 
 の配置緊張 

PC 縦線（鋼棒）の定着装置、

位置、方向、緊張力、ｹｰﾌﾞ

ﾙの伸装置のｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 

現地測定、工事写真品質管理

資料及び出来形管理図表で

判定。 
3.鉄筋及びｺﾝｸﾘｰﾄ   

（4）橋面舗装 橋面舗装  出来形管理図表等で判定。 
（5）鋼橋 1.材料の品質 ﾛｰﾙｷｽﾞ、われ腐蝕、うちす

ぎの有無、指定寸法の確認、

保管の方法 

品質管理資料で判定。 

2.各部材の形状寸法 全長、支間、断面、桁間隔、

平面対角、製作ｷｬﾝﾊﾞｰ、 

ｳｪﾌﾞの曲り変形、各部材長、

接合方法及び施工の適否、

溶接順序及び溶接方法の適

否、ｿｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ取付 

原寸及び仮組検査で判定。 

3.架設 架設法、部材の保管ﾘﾍﾞｯﾄ

の形状ﾊｲﾃﾝﾎﾞﾙﾄの締付の良

否（ｶﾞｾｯﾄ取合わせ） 

架設要領書 現地測定及び

出来形管理図表で判定。 
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工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 

（6）溶接工 1.溶接箇所数、溶接 
 長、脚長、のど厚 

 現地測定及び出来形管理図

表等で判定。 
2.溶接棒の種類 母材の種類及び溶接方向 現地観察及び工事写真で判

定。 
3.溶接工の資格 資格の有無 資格証明書の写で判定。 

4.施工状況 溶着金属表面の均一性割

れ、ｽﾗｸﾞﾌﾞﾛｰﾎｰﾙの有無、

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ、ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ等母

材の接合部状態確認、母

材歪みの有無 

現地観察及び工事写真、必要

により放射線検査等で判定。 

（7）塗装工 1.塗料の種類 
 品質、色別、色調、 
 使用数量 

 現地観察、工事写真及び品質

管理資料で判定。 

2.素地調整 ｹﾚﾝ度の適否 現地観察、工事写真及び品質

管理資料で判定。 
3.塗装回数 色層、色調の確認 現地観察、工事写真及び品質

管理資料で判定。 
4.膜厚  現地測定（膜厚計による） 

及び出来形管理図表等で判

定。a. ﾛｯﾄの塗膜厚平均値 
は、目標膜厚合計値の 90%
以上であること。b. 測定値

の最小値は、目標塗膜厚合計

値の 70%以上であること。 
c. 測定値の分布の標準偏差

は、目標塗膜厚合計値の

20%を超えないこと。 

5.施工状況 塗膜の状態確認（気泡む

らの有無）隅部裏面等の

塗残しの有無確認 

現地観察及び工事写真で判

定。 
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 エ．土木工事（農業農村整備事業）の工種別検査方法 
工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 

1 水路工 
 ﾌﾘｭｰﾑ 
 ｻｲﾎﾝ 
 現場打暗渠 
 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ 
 水路ﾄﾝﾈﾙ 
 管水路 
 ﾌﾞﾛｯｸ積み 
 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ柵渠 
 ﾗｲﾆﾝｸﾞ水路 
 

1 基準高、厚さ、 
 幅、高さ、中心 
  線のｽﾞﾚ、延長 
2 施工状況 
 
 
 
 
 
3 使用材料 

 
 
 
ｺﾝｸﾘｰﾄの施工状況、ひび

割れの状況、中心線のｽﾞ

ﾚ、継手部施工状況 
水路勾配状況、基礎工施

工状況、埋戻し状況、柵

板施工状況 
種類、品質、形状、寸法

の確認 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
 
現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
 
 
 
 
品質管理資料等で判定。 

2 ほ場整備工 
（1）表土扱い 

1 厚さ 
2 施工状況 

埋戻し土の適否 現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
（2）基盤造成 
   表土整地 

1 基準高、均平 
 度 
 
2 施工状況 

10ａ当たり 3 点（工事施 
工管理基準（農業農村整 
備事業）による方法） 
逆田の有無、用水路から 
排水路側への傾斜状況 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
 
現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
（3）畦畔復旧 1 高さ、幅 

2 施工状況 
 
締固め状況 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
（4）道路工 
  （耕作道） 

1 基準高、幅、 
 高さ、延長 
2 施工状況 

 
 
切土、盛土状況 
縦横断面仕上がり状況 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
（5）敷砂利 1 敷厚 

2 施工状況 
3 使用材料 

 
敷厚の均等度合い 
種類、品質、形状、寸法

の確認 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
品質管理資料等で判定。 

3 暗渠排水工 
  吸水渠 
  集水渠 
  導水渠 

1 布設深、間隔、 
 延長 
2 施工状況 
 
3 使用材料 

 
吸水渠等の勾配の状況 
被覆材の充填状況 
埋戻し状況 
種類、品質、形状、寸法

の確認 

現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
現地測定、工事写真及び出来

形管理図表等で判定。 
品質管理資料等で判定。 
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工 種 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 の 方 法 
4 畑かん施設工 1 埋設深、延長 

2 施工状況 
3 使用材料 

 

埋戻し状況 
種類、品質、形状、寸法

の確認 

現地測定、工事写真及び出来 
形管理図表等で判定。 
品質管理資料等で判定。 

5 管水路 
（ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ） 

1 基準高、中心 
 線のｽﾞﾚ、ｼﾞｮｲ 
 ﾝﾄ間隔、施工延 
 長 
2 施工状況 
 
3 使用材料 

 
 
 
 
継手部施工状況 
勾配の状況、埋戻し状況 
種類、品質、形状、寸法 
の確認 

現地測定、工事写真及び出来 
形管理図表等で判定。 
 
 
現地測定、工事写真及び出来 
形管理図表等で判定。 
品質管理資料等で判定。 

6 農用地造成工 
（1）土壌改良 
 
（2）改良山成 

 
1 pH 測定 
 
2 基準高 
 
3 施工状況 

 
酸性・ｱﾙｶﾘ度測定 
 
盛土部分は出来形図面に 
よる 
切り土部分から盛土部へ 
の傾斜状況 
仕上がり状況 

 
施工管理記録又は実測によ 
る。 
現地測定、工事写真及び出来 
形管理図表で判定。 

7 さく井工事 1 深度、口径 
2 施工状況 
3 使用材料 
 
4 揚水試験結果 

ｹｰｼﾝｸﾞ深度、口径 
掘削口径 
ｹｰｼﾝｸﾞ、ｽﾄﾚｰﾅｰの形状、 
品質、寸法 
揚水量、揚水時間 

工事写真及び試験結果資料 
等で判定。 
 
 
品質管理資料等で判定。 
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（２）出来形検査基準 
 ア．土木工事 出来形検査基準 

 
 
 
 
 
 

工    種 測 定 項 目 検 査 頻 度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共 
 

 
 

通 
 

 
 

編 

 
 
共通的工

種 
 

 
矢板工 
 

 
基準高、根入長、変位 

基準高は、施工延長 100ｍに 1 箇所以上（施工延長 
200ｍ以下のものは 2 箇所以上）。 
変位は施工延長 50ｍに 1 箇所以上。 

法枠工 
吹付工 
植生工 

 
法長、幅、厚さ、延長 

 
検査職員の指示により適宜。 

基礎工 基準高、根入長、偏心量 1 基又は 1 目地間当たり 1 本以上（重要構造物は杭 5
本につき 1 本以上）。 

 
石・ﾌﾞﾛｯｸ積（張）工 

 
基準高、法長、厚さ、延長 

施工延長 100ｍに 1 箇所以上、施工延長 200ｍ以下の

ものは 1 施工箇所につき 2 箇所以上。 
延長は検査職員の指示により適宜。 

 
一般舗装 
工 

下層路盤

工 
基準高、厚さ、幅 基準高、厚さ、幅は延長 200ｍに 1 箇所の割とし、基

準高は道路中心線及びその端部で測定。 
上層路盤

工 
厚さ、幅 厚さ、幅は延長 200ｍに 1 箇所以上。 

舗装工 厚さ、幅、平坦性 幅は延長 200ｍに 1 箇所以上。厚さの抜取検査は必 
要により行う。平坦性は資料検査とする。 

 
地盤改良工 

 
基準高、幅、厚さ、延長 

施工延長 100ｍに 1 箇所以上、施工延長 200ｍ以下の

ものは 1 施工箇所につき 2 箇所以上。 
延長は検査職員の指示により適宜。 

 
 土 工   

基準高、法長、幅、厚さ 施工延長 100ｍにつき 1 箇所以上、延長 200ｍ以下の 
ものは 1 施工箇所につき 2 箇所以上。 

天端面・法面の設計との標

高較差、または水平較差（3
次元ﾓﾃﾞﾙによる場合） 

1 工事につき 1 断面（3 次元ﾓﾃﾞﾙによる場合）。 

 
 

河 

川 

編 

築堤護岸 基準高、幅、厚さ、高さ、 
法長、延長 

施工延長 100ｍに 1 箇所以上、施工延長 200ｍ以下の

ものは 1 施工箇所につき 2 箇所以上。 
延長は検査職員の指示により適宜。 浚渫（川） 基準高、幅、深さ、延長 

樋門・樋管 基準高、幅、厚さ、高さ、 
延長 

検査職員の指示により適宜。 
水  門 
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工    種 測 定 項 目 検 査 頻 度 

道 
 

 

路 
 

 

編 

 
道路改良 

 
基準高、幅、厚さ、高さ、 
延長 

施工延長 100ｍに 1 箇所以上、施工延長 200ｍ以下の

ものは 1 施工箇所につき 2 箇所以上。 
延長は検査職員の指示により適宜。 

橋梁下部 基準高、幅、厚さ、高さ、 
支間長、変位 

ｽﾊﾟﾝ長・中心線の変位は、各ｽﾊﾟﾝごと。 
その他は、検査職員の指示により適宜。 

鋼橋上部 部材寸法、基準高、支間長、 
中心間距離、ｷｬﾝﾊﾞｰ 

2 径間に 1 箇所以上。 

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋上部工 部材寸法、基準高、幅、 
高さ、厚さ、ｷｬﾝﾊﾞｰ 

検査職員の指示により適宜。 

ﾄﾝﾈﾙ 基準高、幅、厚さ、高さ、 
深さ、間隔、延長 

両坑口部を含め 100ｍにつき 1 箇所以上。 
両坑口を含め 200ｍ以内は 3 箇所以上。 

公 
 

園 
 

緑 
 

地 
 

編 

 
 
 
 
植裁 

植裁工（高 
木、中木） 

樹高、葉張、幹回り  
 
 
 
検査職員の指示により適宜。 

植裁工（低

木） 
樹高、葉張、本数 

張芝 面積 
つる性補助 
（笹類、草

木類等） 

 
面積、株数 

球根 球数 
種子 面積 
支柱 結束高さ、結束本数 

 
 
施設整

備 

遊具 設置高さ、基礎 各遊具につき長さ、幅、高さを測定 
園路園地舗 
装工 

面積  
 
施工面積 500 ㎡以内は各点 2 箇所以上、500 ㎡以上

は 200 ㎡につき各点 1 箇所以上測定。 
運動施設 
（ｸﾚｲ舗装） 

基準高、厚さ、平坦性、 
硬度 

基盤工 基準高 
下層工 厚さ 
中層工 

下 

水 

道 

編 

 

 

 

管路 

管 き ょ 工

（開削工） 

基準高、基準高の変位、延

長、総延長、幅、厚さ、高

さ 

施工延長 200ｍ以内 3 箇所、200ｍ以上は 60ｍにつき

1 箇所以上測定。 

管 き ょ 工

（小口径推

進・推進工） 

基準高、基準高の変位、 
延長、総延長、幅、厚さ、 
高さ 

 
施工延長 200ｍ以内 3 箇所、200ｍ以上は 100ｍにつ

き 1 箇所以上測定。 
ｼｰﾙﾄﾞ工 基準高、基準高の変位、 

延長、総延長 
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 注） 本表に記載のない工種については、出来形管理基準を適用する。 
 
 
 
 
 
 

工    種 測 定 項 目 検 査 頻 度 

下 
 

水 
 

道 
 

編 

 
 
管路 

ﾏﾝﾎｰﾙ 基準高、幅、高さ、厚さ、 
内径寸法 

ﾏﾝﾎｰﾙごとに図面表示箇所を測定。 

取付管及び 
ます工 

ます深さ、延長  
検査職員の指示により適宜。 

立坑 基準高、寸法、深さ 
 
 
処理場・ 

ﾎﾟﾝﾌﾟ場 

本体作業土 
工 

基準高、幅 1．構造物寸法箇所の任意の部分を 3 箇所以上測定。 
2．沈殿池の池底勾配、ろ過池のろ過面積については 
 特記仕様書による。 
3．その他仕様書による。 

本体仮設工 基準高、根入長、変位 
本体築造工 基準高、幅、高さ、厚さ、 

長さ 
場内管路工 基準高、幅、高さ、厚さ、 

長さ 

上 
 
 

水 
 

 

道 
 
 

編 

 
 
 
 
 
 
 
管路 

掘削工 幅、深さ、基準高、厚さ 任意の箇所について工事用写真で確認。 
 
配管工 

 
延長、土被り、占用位置 

延長は任意の区間、箇所について適宜測定。 
土被り・占用位置は任意の箇所について工事用写真 
で、その他新設の仕切弁又は消火栓等で確認。 

仕切弁設置 
工 

径、厚さ、据付位置、鉄 
蓋据付 

 
 
 
設置箇所ごと。 

消火栓・排 
水栓・空気 
弁設置工 

径、厚さ、鉄蓋と舗装面の 
段差、すりつけ勾配 

仕切弁室・

排水弁室築

造工 

幅、厚さ、高さ、内寸法、 
外寸法 

管防護工 幅、厚さ、長さ  
検査職員の指示により適宜。 推進工 基準高、中心線の変位、 

延長 
路面復

旧 
下層路盤工 厚さ、幅 検査職員の指示により適宜。 

上層路盤工 基準高、厚さ、幅 

 
その他構造物 

工種に応じ、基準高、幅、 
厚さ、高さ、深さ、法長、

長さ等 

同種構造物ごとに適宜決定する。 
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  イ．土木工事（農業農村整備事業）出来形検査基準 

工   種 検 査 内 容 検  査  頻  度 摘 要 

 
 
 
 

共 
 
 

通 
 
 

工 
 
 

事 

土工 基準高､幅､法長、 

延長 

200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。箇所単位のものは適宜。 

余盛を指定した場合は余

盛計画高を対象とする。 

石・ﾌﾞﾛｯｸ積 

（張）工 

基準高、法長、厚さ、

延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。箇所単位のものは適宜。 

 

基礎杭打工 基準高、偏心 5 本につき 1 本以上（ただし､5 本未満は 2 本）。  
矢板打工（矢板護

岸含む） 

基準高､中心線の 

ｽﾞﾚ、延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 

中心線のｽﾞﾚは中心線よ

り右を＋,左を－とする。 

ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付 

ﾓﾙﾀﾙ吹付 

厚さ 1,000 ㎡につき 1 箇所以上（ただし､施工延長 1,000

㎡未満は 2 箇所）。 

 

基礎工 

（砂基礎等） 
厚さ、幅、延長 200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。 

管体基礎工は管水路工事

による。 

ｵｰﾌﾟﾝｹｰｿﾝ 基準高､厚さ､幅､ 

高さ､長さ､偏位 

構造図寸法表示箇所を適宜。  

ｺﾝｸﾘｰﾄ付帯構造

物、横断構造物 

基準高､厚さ､幅､ 

高さ、施工延長 
100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､100ｍ未満は 2 箇

所）。 
 

U 字溝等水路 基準高、中心線の 

ｽﾞﾚ、延長 

200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。 

 

土水路 基準高､幅､高さ､ 

施工延長 

500ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 500ｍ未

満は 2 箇所）。 

基準高は指定したとき対

象とする。 

ほ 

場 

整 

備 

工 
事 

表土扱い 厚さ 1ha 当たり 3 点以上。  

基盤整地 

表土整地 

基準高（指定したと

き）、均平度 

施工面積の 1/10 以上の面積を対象に、10ａ当たり 3

点以上。 

基準高は基盤面の高さと

する。均平度は表土埋戻

し後とする。 

畦畔復旧 高さ、幅 2,000ｍにつき 1 箇所以上。  
道路工 

（砂利道） 

幅、厚さ、施工延 

長 

幹線道路:施工延長 500ｍにつき 1 箇所以上。 

支線道路:施工延長 2,000ｍにつき 1 箇所以上。 

舗装を行うときは農道工

事による。 

農 

用 

地 

造 

成 

工 

事 

耕起深耕 耕起深 1ha 当たり 1 箇所以上。  
ﾃﾗｽ 

（階段畑） 

幅､起幅､側溝幅、 

側溝高さ、法勾配 

ﾃﾗｽ延長 1,000ｍにつき 1 箇所以上。  

道路工 

（耕作道） 

幅､厚さ､側溝幅、 

側溝高さ 

ﾃﾗｽ延長 1,000ｍにつき１箇所以上。  

土壌改良 pH 測定（指定した 

とき） 

10ha につき 1 箇所以上。 地表から 15cm の土壌を

柱状に採取する。 
改良山成 基準高、法勾配 1ha につき 1 箇所以上、法勾配は施工面積 1,000 ㎡

につき 1 箇所以上。 

切土部のみ対象とする。 
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工   種 検 査 内 容 検  査  頻  度 摘 要 

農 
 
 

道 
 
 

工 
 
 

事 

路盤工 基準高、幅、厚さ 

中心線のｽﾞﾚ、 

施工延長 

200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工、 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 

幅､厚さ､中心線のｽﾞ

ﾚ､施工延長、平坦性 

200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。 

平坦性について直読式は

実測、ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｰﾀｰは施工

管理記録による。 

道路工 

（砂利道） 

幅、厚さ、施工延長 施工延長 500ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長

500ｍ未満は 2 箇所）。 

 

道路ﾄﾝﾈﾙ 

（支保工） 

（吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ） 

（ｺﾝｸﾘｰﾄ覆工） 

 

 

（ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ） 

（ｲﾝﾊﾞｰﾄ） 

 
幅、間隔 

厚さ 

基準高､幅､巻厚､ 

高さ､中心線のｽﾞﾚ､

施工延長 

本数、突出量 

幅、厚さ、延長 

 
支保工の幅、間隔は適宜。 

基準高、幅、高さは 100ｍに付き 1 箇所以上（ただ

し､施工延長 200ｍ未満は 3 箇所）。 

厚さ、中心線のｽﾞﾚは適宜。 

 
 
 
 
 
突出量の規格値はﾌﾟﾚｰﾄ

下面から 10cm 以内とす

る。 

水ネ 

路ル 

ト工 

ン事 

水路ﾄﾝﾈﾙ 

（支保工） 

（ｺﾝｸﾘｰﾄ覆工） 

 

幅、間隔 

基準高、幅、巻厚、 

高さ、中心線のｽﾞﾚ、

施工延長 

 

支保工の幅、間隔は適宜。 

基準高、幅、高さは 100ｍにつき 1 箇所以上（ただ

し､施工延長 200ｍ未満は 3 箇所）。 

厚さ、中心線のｽﾞﾚは適宜。 

 

吹付ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ工法の吹付、

ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄは道路ﾄﾝﾈﾙを参

考とする。 

水 

路 

工 
事 

現場打開水路 

現場打ちｻｲﾎﾝ 

現場打ち暗渠 

基準高､幅､厚さ、 

高さ、中心線のｽﾞﾚ、

ｽﾊﾟﾝ長、施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 

中心線のｽﾞﾚは適宜。 

ｽﾊﾟﾝの標準延長を 9m と

した場合。 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ大

型ﾌﾘｭｰﾑ、鉄筋ｺ 

ﾝｸﾘｰﾄ L 型水路 

基準高、幅、厚さ、 

中心線のｽﾞﾚ、 

施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 

厚さ、幅は鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ L

型水路のみ適用する。 

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ水

路 

基準高、中心線の 

ｽﾞﾚ、施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 

 

河 

川 

及 

び 

排 

水 

路 

工 

事 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ法覆工 

ｱｽﾌｧﾙﾄ法覆工 

基準高、厚さ、法 

長、施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積

み水路、鉄筋ｺﾝ

ｸﾘｰﾄ柵渠 

基準高、幅、高さ、 

中心線のｽﾞﾚ、 

施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 

中心線のｽﾞﾚは適宜。 

 

幅、高さは柵渠には 

適用しない。 

ﾗｲﾆﾝｸﾞ水路 

連節ﾌﾞﾛｯｸ張り

ｺﾝｸﾘｰﾄﾏｯﾄ 

基準高、幅、法長、 

施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 
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工   種 検 査 内 容 検  査  頻  度 摘 要 

管 

水 

路 

工 

事 

管体基礎工 

（砂基礎等） 

幅、高さ 200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。 

基礎材が異なる場合は種

類毎とする。 

管水路 基準高、中心線のｽﾞﾚ、

ｼﾞｮｲﾝﾄ間隔、施工延長 

200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。中心線のｽﾞﾚ、ｼﾞｮｲﾝﾄ間隔は適宜。 

 

管水路（硬質塩

化ﾋﾞﾆﾙ管） 

基準高、埋設深、中

心線のｽﾞﾚ、施工延長 

500ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 500ｍ未

満は 2 箇所）。中心線のｽﾞﾚは適宜。 

 

管水路（鋼管） 基準高､中心線の 

ｽﾞﾚ、施工延長 

200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。中心線のｽﾞﾚは適宜。 

 

管水路（埋設と

う性管） 

たわみ率（適用範囲は

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管、鋼管、

強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ管とする） 

200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。 

管径 900mm 以上に適用す

る。適用管種の JIS 等は施工

管理基準を確認すること。 

畑ん

か 

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 埋設深 現場状況により適宜。  

橋 

梁 

工 

事 

ｺﾝｸﾘｰﾄ桁（ﾎﾟｽﾄ

ﾃﾝｼｮﾝ桁） 

幅、高さ、桁長、横

方向の最大曲がり 

10 本につき 1 本以上（ただし､10 本未満は 2 本）。  

ｺﾝｸﾘｰﾄ床版工 基準高、幅、厚さ 5 径間につき 1 箇所以上（ただし､5 径間未満は 2 箇

所）。 

ｺﾝｸﾘｰﾄ橋に適用する 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ高 

欄及び地覆工 

幅、高さ 5 径間につき 1 箇所以上（ただし､5 径間未満は 2 箇

所）。 

 

橋 

梁 

下 
部 
工 

事 

橋台工 

 

 

橋台工（沓部） 

敷幅、控壁の厚さ､

高さ､中心線のｽﾞﾚ､

天端長､敷長､胸壁間

距離、基準高､幅､厚

さ､高さ、長さ 

中心線のｽﾞﾚ､胸壁間距離はｽﾊﾟﾝ毎。 

その他は現場状況により適宜。 

 

現場状況により適宜。 

2 ｽﾊﾟﾝ以上の胸壁間距離

は橋脚工の橋脚中心間距

離による。 

橋脚工 

（張出式） 

（重力式） 

（半重力式） 

基準高、天端幅、敷

幅、高さ、中心線の

ｽﾞﾚ、天端長、敷長、

橋脚中心間距離 

中心線のｽﾞﾚ、橋脚間距離はｽﾊﾟﾝ毎。 

その他は 5 基につき 1 基以上（ただし、5 基未満は 2

基）。 

 

橋脚工 

（ﾗｰﾒﾝ式） 

基準高、天端幅、中間

幅、基礎幅、厚さ、高

さ、中心線のｽﾞﾚ、天端

長、橋脚中心間距離 

中心線のｽﾞﾚ、橋脚間距離はｽﾊﾟﾝ毎。 

その他は 5 基につき 1 基以上（ただし､5 基未満は 2

基）。 

 

の 

り 

面 

保 

護 

工 

事 

ﾗｽ張り、植生ﾏｯﾄ、

植生ｼｰﾄ、張芝 

面積、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ数、ｱ

ﾝｶｰﾋﾟﾝ及び止め釘 

展開図等の測線長について適宜。   1,000 ㎡ につき

1 箇所以上（ただし､1,000 ㎡未満は 2 箇所）。 

 

種子散布 面積 展開図等の測線長について適宜。  
客土吹付 

植生基材吹付 

面積 

厚さ 

展開図等の測線長について適宜。厚さについて 1,000

㎡につき1箇所以上（ただし､1,000㎡未満は2箇所）。 

吹付直後の厚さとする。 

吹付枠 梁延長、梁間隔、 

梁断面 

1,000 ㎡につき 1 箇所以上（ただし､施工延長 1,000

㎡以内は 2 箇所）。梁延長については適宜。 
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 注１：施工管理基準は「工事施工管理基準（農業農村整備事業）」を適用する。ただし、同基準に該当工種 
   がない場合は、千葉県県土整備部の「工事施工管理基準」他を参考とする。 
 注２：原則として実測とするが、特別の理由により実地において検査できない場合は出来形管理図表、写真、 
   品質証明等により検査することができる。  
 注３：施工延長とは施工延べ延長をいう。 
 

工   種 検 査 内 容 検  査  頻  度 摘 要 

暗
渠
排
水
工
事 

吸水渠 布設深、間隔、施工

延長 

10 本につき 1 本の割合で上下流端の 2 箇所を測定 

（1 本の延長が 100ｍ以上のときは中間点を加えた 

  3 箇所）。 

 

集水渠（支線） 

導水渠（幹線） 

布設深、施工延長 500ｍにつき 1 箇所以上。  

頭
首
工 

頭首工 基準高､幅､厚さ､高

さ、長さ 

構造図寸法表示箇所を適宜。  

護床ﾌﾞﾛｯｸ 

（異形ﾌﾞﾛｯｸ） 

基準高、面積 200 ㎡につき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200 ㎡未

満は 2 箇所）。 

 

河海 

川岸 

捨石工 

消波ﾌﾞﾛｯｸ 

基準高、幅 200ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 2 箇所）。 

 

た
め
池
改
修
工
事 

堤体工 基準高、堤幅、 

法長、施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 

 

洪水吐 基準高､幅､厚さ､高

さ、中心線のｽﾞﾚ、ｽ

ﾊﾟﾝ長、施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 200ｍ未

満は 3 箇所）。 

厚さ、中心線のｽﾞﾚは適宜。 

ｽﾊﾟﾝ長の標準を 9ｍとし

た場合。 

樋管工 

同上付帯構造物

（土砂吐ｹﾞｰﾄ等） 

基準高、幅、厚さ、

高さ、中心線のｽﾞﾚ、

施工延長 

100ｍにつき 1 箇所以上（ただし､施工延長 100ｍ未

満は 2 箇所）。 

厚さ、中心線のｽﾞﾚは適宜。 

基準高は管底を原則とす

る。 

揚場 

排下 

水部 

機工 

本体工 基準高､厚さ､幅､高

さ､延長又は長さ 

構造図寸法表示箇所を適宜。  

水
門
・
樋
管 

本体工 基準高､厚さ､幅､内

空幅、内空高､延長 

函渠寸法は両端、施工継ぎ手箇所及び図面の寸法表

示箇所で測定。門柱、操作台等は図面寸法表示箇所

を適宜。ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品使用の場合は製品寸法を規格証

明書で確認し、基準高と延長を測定。 

柔構造樋門の場合は埋戻

前（載荷前）に測定する。 

さ
く
井 

 さく井工 さく井深、口径、 

揚水試験 

さく井深度、口径を測定。 規格値は原則として設計

値以上とする。 
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出来形検査基準 

建築 1 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（1）仮設工 
  事 

仮設物 ・位置、規模、構造 
 
・安全性 

・設計図書と仮設計画図及び仮設状況写真の 
 確認 
・安全審査の有無と施工条件検討内容の確認 

（2）土工事 根切り、埋戻 
し、盛土 

・根切底の深さ、幅、長さ 
・支持地盤 
・埋戻し、締め固め工法 

・計測状況写真により確認 
・土質状況写真により確認 
・締め固め状況写真により確認 

地下水処理 
 
 
山留め 
 
整地 

・使用材料、施工方法 
 
 
・使用材料、施工方法及び安全性 
 
・有害物の有無、建物周囲の状況 

・安全審査の有無と施工条件検討内容により 
 確認 
・施工計画書、施工状況写真により確認 
・安全審査の有無と施工条件検討内容の確認 
・計測記録及び施工状況写真により確認 
・目視により確認 

（3）地業工 
  事 

【材料】 
既成ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 
鋼管杭 

・指定された杭材料 ・材料搬入報告書（送り状等）により確認 

計測 ・偏芯量、根入れ長さ、傾斜 ・施工計画書により実測確認 

【工法】 
（打撃工法） 
 
 
 
 
 
 
 
 
（認定埋め込

み杭工法） 
ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 
最終打撃工法 
ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡

大根固め工法 
中堀り拡大 
根固め工法 

・ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの位置、径、根入れ 
 深さ、建て入れ、ﾊﾝﾏｰ重量、 
 落下高、打撃数、貫入量、最終 
 買入量、ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ量、支持力 
・溶接技能者 
・継ぎ手 
・杭頭の位置、高さ 
・杭頭処理 
 
 
・ｱｰｽｵｰｶﾞｰ据付け、掘削位置、 
 建て入れ、径 
・支持地盤、根入れ深さ 
 
・溶接技能者 
・継ぎ手 
・安定液の管理 
・杭周固定液、根固め液の強度 
・杭周固定液、根固め液の投入量 

・設計図書、施工計画書、施工報告書及び 
 施工状況写真等により確認 
 
 
・技量証明書等により確認 
・施工状況写真により確認 
・計測記録及び状況写真により確認 
・基礎の補強状況の確認 
・廃棄物の処理方法の確認 
 
・設計図書、施工計画書、施工報告書及び 
 施工状況写真等により確認 
・支持地盤の深さ及び電流値計測記録により 
 確認 
・技量証明書等により確認 
・施工状況写真により確認 
・施工状況写真により確認 
・試験成績書により確認 
・計測記録、各数量投入記録及び状況写真に 
 より確認 
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建築 2 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（3）地業工 
  事 

（場所打ち拡

底杭工法） 
・施工方法、使用材料 ・設計図書、施工計画書、施工状況写真、 

 施工報告書により確認 
割り石、砂利地 
業 

・地業天端の深さ 
・締め固め工法、厚さ 
・材料の規格 

・計測状況写真により確認 
・計測状況写真により確認 
・試験成績書により確認 

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地 
業 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面の深さ、不陸 ・計測状況写真により確認 

床下防湿層 ・使用材料、厚さ ・施工状況写真により確認 

（4）鉄筋工 
  事 

材料 ・鉄筋の種別、規格、径 
・溶接金網の種別、規格、径 

・設計図書、規格証明書又は試験成績書に 
 より確認 
・設計図書、規格証明書により確認 

加工組立 ・鉄筋の種別、径、本数、間隔 
・かぶり厚さ、通り、継ぎ手、 
 定着、ﾌｯｸの位置、長さ、形状 

・施工状況写真により確認 

ｶﾞｽ圧接 ・圧接技量資格者 
・圧接部引張試験の強度、破断の 
 位置 
・圧接部超音波探傷試験 
・圧接の箇所数 

・技量資格証明書により確認 
・試験成績書により確認 
 
・試験報告書により確認 
・作業日報及び設計書により確認 

（5）ｺﾝｸﾘｰﾄ 
  工事 

ｺﾝｸﾘｰﾄ材料 ・類別、種類、骨材、水、混和材 
 
・ｽﾗﾝﾌﾟ、空気量、強度 
・塩化物 

・設計図書、配合計画書及び試験成績書に 
 より確認 
・試験記録及び試験状況写真により確認 
・試験記録により確認 

製造、運搬 
打ち込み 

・運搬時間、打設方法 ・打設計画書により確認 

打ち継ぎ打設 
面 

・位置 ・打ち継ぎ状況写真により確認 

型枠緊張ﾎﾞﾙﾄ 
の頭処理 

・錆止め塗料、ｺｰﾝの穴理め ・施工状況写真により確認 

型枠 ・使用区分、存置期間、材料 ・断熱材等ｺﾝｸﾘｰﾄに打ち込まれる材料は、材 
 料搬入報告書及び施工状況写真により確認 

品質及び形状 ・強度 
・打設面の状況及び形状 

・試験成績書により確認 
・設計図書、施工計画書、施工状況写真及び 
 実測により確認 
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建築 3 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（6）鉄骨工 
  事 

材料 ・鋼材の材質、規格 
・高力ﾎﾞﾙﾄ、特殊高力ﾎﾞﾙﾄ、 
 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの規格、種類 
 
・溶接材料 
・ｽﾀｯﾄﾞの径、長さ、本数 

・設計図書、規格証明書、試験成績書、表示 
 ﾏｰｸ写真により確認 
・設計図書、搬入報告書、規格証明書及び 
 試験結果記録書等により確認 
 
・設計図書及び搬入報告書等により確認 

工作一般 ・各部材の加工精度 
・塗装 

・施工図、計測記録により確認 
・仕様確認 

高力ﾎﾞﾙﾄ接合 ・摩擦面の状況 
 
・締め付け機器の締め付け力の 
 調整 
・仮ﾎﾞﾙﾄの本数、接合面の密着 
 状況 
・予備締め 
・本締め 

・ﾐﾙｽｹｰﾙが無く、一様な錆であることを写真 
 で確認 
・作業開始前の調整記録及び写真状況により 
 確認 
・施工状況写真により確認 
 
・予備締め完了後のﾏｰｷﾝｸﾞを写真により確認 
・検査記録により確認 

溶接接合 ・溶接施工管理技術者 
・溶接技能者 
・ｽﾀｯﾄﾞ溶接技能者 
・開先の状況、加工、ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞの 
 処理 
・溶接完了後の検査 
 （非破壊試験） 

・技量資格証明書により確認 
・技量資格証明書により確認 
・技量資格証明書により確認 
・施工状況写真により確認 
 
・試験成績書により確認 

耐火被覆 ・耐火表示 ・施工報告書及び状況写真により確認 

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ・保持並びに埋め込み工法、位置、 
 高さ、本数、長さ、柱底ならし、 
 仕上げ 

・施工状況写真により確認 

建て方 ・建て入れ ・建て方検査記録及び計測状況写真により 
 確認 

溶融亜鉛 
ﾒｯｷ工法 

・ﾒｯｷ付着量 ・試験成績書により確認 



25 
 

 

建築 4 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（7）ｺﾝｸﾘｰﾄ 
ﾌﾞﾛｯｸ・ALC
ﾊﾟﾈﾙ・押出 
成形ｾﾒﾝﾄ板 
工事 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ・種類、規格、厚さ 
 
・鉄筋の位置、継ぎ手 
・開口部補強 
・積み上げ 

・設計図書、表示ﾏｰｸ写真により確認 
・外観歪み、亀裂、きず等について判定 
・施工状況写真により確認 
・施工状況写真により確認 
・施工状況写真により確認 

ALC ﾊﾟﾈﾙ ・規格、種類 
 
・金物、ｱﾝｶｰ、目地鉄筋、ﾓﾙﾀﾙ 
 及びﾛｯｸｳｰﾙ充填、溶接部の処理 
・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材及びｼｰﾘﾝｸﾞ材、 
 開口部補強、建て入れ 

・設計図書、規格証明書及び表示ﾏｰｸ写真に 
 より確認 
・施工状況写真により確認 
 
・施工状況写真により確認 

押出成形 
ｾﾒﾝﾄ板 

・規格、種類 
・取付け及びｼｰﾘﾝｸﾞ材 

・設計図書、規格証明書及び写真により確認 
・施工状況写真により確認 

（8）防水工 
  事 

材料 ・規格、種類、数量 ・種類、種別の品質証明、納品書、入荷及び 
 使用状況写真等を設計図書及び施工計画書 
 により確認 

防水下地 ・平坦性、乾燥状況、出隅、入隅 ・計測状況写真及び施工状況写真により確認 

ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗り ・塗装状況 ・施工状況写真により確認 

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ張り 
防水層押え 

・仕様、工法、出隅、入隅、立上 
 がり、ﾄﾞﾚｰﾝ回り 
・立ち上がり部、工法 

・施工状況写真により確認 
 
・施工状況写真により確認 

ｼｰﾄ防水 
塗膜防水 

・仕様、工法、出隅、入隅、立上 
 がり、ﾄﾞﾚｰﾝ回り 

・施工状況写真により確認 

ｼｰﾘﾝｸﾞ ・有効期間、接着性能試験、形状 ・施工状況写真により確認 

防水保証書  ・保証内容及び期間を確認 

（9）石工事 材料 ・規格、種類、形状、寸法 ・設計図書及び施工図等により確認 
・目視等により確認 

下地ごしらえ ・下地組、ｱﾝｶｰ取付金物 ・施工状況写真により確認 

取り付け ・裏込めﾓﾙﾀﾙ、目地仕上げ工法 
・不陸、目違い、清掃 

・施工状況写真により確認 
・目視等により確認 
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建築 5 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（10）ﾀｲﾙ工 
  事 

材料 ・種類、規格、形状、寸法 ・規格証明書、見本等で確認 

張り下地 ・工法、散水、浮き、亀裂 ・施工状況写真により確認 

打診検査及び 
接着力試験 

・浮き、亀裂 
・屋外ﾀｲﾙ接着力試験 
・不陸、目違い、ひび割れ 

・施工状況写真により確認 
・試験成績書及び検査状況写真等により確認 
・目視等により確認 

（11）木工事 材料 ・樹種、等級、寸法、含水率 
 
・防腐、防虫処理 

・設計図書、規格証明書、材料調書により 
 確認 
・施工状況写真により確認 

仕口、継ぎ手、 
金物 

・工法、位置、釘、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ・施工状況写真により確認 

（12）屋根・ 
 とい工事 

材料 ・規格、形状、寸法 ・設計図書及び規格証明書等により確認 

屋根工法 ・重ね、取り付け金物、各種役物、 
 補強、納まり 

・設計図書、施工計画書及び施工状況写真等 
 により確認 

とい、ﾙｰﾌﾄﾞﾚｰﾝ 
工法 

・といの継ぎ手、下がり止め、 
 養生管、掃除口 

・目視等により確認 

（13）金属工 
  事 

表面処理 ・表面処理 
・亜鉛ﾒｯｷ処理 

・試験成績書により確認 
・付着量、皮膜厚さの証明書による確認 

軽量鉄骨天井・ 
壁下地及び工

法 

・吊りﾎﾞﾙﾄ、野縁受け、野緑、 
 ﾗﾝﾅｰ、ｽﾀｯﾄﾞ、振れ止めの規格、 
 種類、形状寸法 
・間隔、位置、補強及び防錆処理 
・天井下地の高さ 

・規格証明書又は品質証明書による確認 
 
 
・施工状況写真により確認 
・計測状況写真により確認 

手摺及びﾀﾗｯﾌﾟ ・材質 
・取り付け、形状、寸法、位置 
・見えがくれ部 

・規格証明書又は品質証明書による確認 
・施工図及び目視により確認 
・施工状況写真により確認 

金属成形板 ・材質 
・工法 

・設計図書及び品質証明書等により確認 
・仕様及び施工計画書等により確認 
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建築 6 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（14）左官工 
  事 

材料 ・ﾌﾟﾗｽﾀｰの規格、種類 
 
・混和材、保水材、防水材、 
 ｾﾒﾝﾄ系ﾌｨﾗｰ 
・各種仕上げ塗り材 

・材料の搬入報告書及び品質証明書により 
 確認 
・材料の搬入報告書、ｶﾀﾛｸﾞ及び施工状況写真 
 により確認 
・材料の搬入報告書、ｶﾀﾛｸﾞ及び施工状況写真 
 により確認 

工法 ・ﾓﾙﾀﾙ塗り及びﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り類の下 
 地処理（水洗い、ｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ塗 
 り、異種下地接続の処理、亀裂 
 箇所の補修） 
・ﾓﾙﾀﾙ塗り、防水ﾓﾙﾀﾙ塗り、 
 ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗りの塗り回数、放置 
 期間 
・浮き、ｸﾗｯｸ及びまだら 
・各種仕上げ塗り材仕上げの調 
 合、吹き付け回数及び塗布量 

・施工状況写真により確認 
 
 
 
・施工状況写真により確認 
 
 
・目視により確認 
・設計図書、入荷及び使用状況写真、施工 
 計画書及び施工状況写真により確認 

（15）建具工 
  事 

【木製建具】 
材料 

・等級、樹種、含水率、金物 
・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 

・設計図書、規格証明書及び材料調書等に 
 より確認 

工法 ・ふすま、ﾌﾗｯｼｭ戸等の骨組み、 
 空気穴、丁番枚数、戸車、ﾚｰﾙ 
・形状、寸法、見込み厚、調整、 
 塗装 

・仕様書、施工図及び骨組み写真等により 
 確認 
・目視により確認 

【金属製建具】 
材料 

・ｱﾙﾐﾆｭｰﾑ型材及び板材の材質、 
 形状、寸法、表面処理 
・鋼材、亜鉛ﾒｯｷ鉄板、芯材の材 
 質、形状、寸法、表面処理 
・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の形状、寸法、表面 
 処理 
・建具金物 
・自動扉、ｼｬｯﾀｰ、防火戸等 

・設計図書、規格証明書又は社内検査書及び 
 計測記録により確認 
・設計図書、規格証明書又は社内検査書及び 
 計測記録により確認 
・設計図書、規格証明書又は社内検査書及び 
 計測記録により確認 
・規格証明書又は社内検査書により確認 
・性能、強度等規格証明書により確認 

製品 ・寸法、形状 
・性能、強度、気密性、水密性 

・製作所の社内基準、検査成績書及び目視に 
 より確認 
・計算書及び性能試験成績書により確認 
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建築 7 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（15）建具工 
  事 

工法 ・加工、組立、材種及び防錆塗料 
 
・くつづり、下枠のﾓﾙﾀﾙ詰めの 
 良否 
・枠廻り防水ﾓﾙﾀﾙ詰めの良否 
・ｼｰﾘﾝｸﾞの良否 
 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の適否 
・対ｱﾙｶﾘの養生の良否 
・取り付けｱﾝｶｰの位置、間隔 

・仕様書、施工承諾図及び施工状況写真に 
 より確認 
・施工状況写真により確認 
 
・施工状況写真によりﾒｰｶｰ、配合を確認 
・施工状況写真によりﾒｰｶｰ、材質を確認 
 
・施工状況写真により確認 
・施工状況写真により確認 

【ｶﾞﾗｽ工事】 
材料 

・種類、厚さ 
・ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの硬さ、 
 ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞｶﾞｽｹｯﾄ 
・ｼｰﾘﾝｸﾞ 

・材料搬入証明書及び規格証明書により確認 
・ｶﾀﾛｸﾞ、見本品等により確認 
 
・ｶﾀﾛｸﾞ、見本品等により確認 

工法 ・網入りｶﾞﾗｽの防錆処理 
・切断面、のみこみ状況 
・欠損、割れ、きず 

・施工状況写真又は施工証明書により確認 
・目視により確認 
・目視により確認 

（16）塗装工 
  事 

材料 ・規格、種別、数量 ・規格証明書又は表示ﾏｰｸ、基材等の認定書、 
 入荷及び使用状況写真、施工計画書及び 
 出荷証明書により確認 

工法 ・素地ごしらえ（汚れ、付着物、 
 亀裂、ﾊﾟﾃがい、研磨紙ずり錆 
 落とし） 
・錆止め、塗料塗りの塗り方、 
 回数 
・各種塗り工法（塗料のこしわけ、 
 かくはん、ﾊﾟﾃ、下塗りの乾燥 
 状況、塗り工程の色分け、刷毛 
 目、吹きむら、塗りむら等） 

・施工状況写真及び目視により確認 
 
 
・施工状況写真及び目視により確認 
 
・施工状況写真及び目視により確認 
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建築 8 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（17）内装工 
  事 

材料 ・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床 
 ﾀｲﾙ、ﾋﾞﾆﾙ幅木等の規格、種別、 
 形状、寸法 
・合成樹脂塗り床の規格、種別、 
 数量 
・各種ﾎﾞｰﾄﾞ類及び合板の規格、 
 種類、数量、防火認定の仕様 
 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 
・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ類の規格、種別、樹種 
 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量 
・紙、布、ﾋﾞﾆﾙ張りの品質、性能、 
 防火認定の仕様 
・畳の種別、防虫処理 
・畳表、へりの規格、針足 
・ｶｰﾍﾟｯﾄ類の種類、規格 
 
・接着材の種類、規格 

・設計図書、材料搬入報告書、出荷証明書 
 及び規格証明書、入荷状況写真により確認 
 
・設計図書、材料搬入報告書、出荷証明書、 
 入荷状況写真により確認 
・設計図書、規格証明書、材料搬入報告書、 
 出荷証明書、入荷状況写真等により確認 
 
・設計図書、規格証明書、材料搬入報告書、 
 出荷証明書、入荷状況写真等により確認 
・設計図書、材料搬入報告書、出荷証明書 
 等により確認、防火性能表示ﾏｰｸ 
・規格証明書、見本品等により確認 
・規格証明書及び材料搬入報告書により確認 
・設計図書、材料搬入報告書、出荷証明書 
 等により確認、防火性能表示ﾏｰｸ 
・材料搬入報告書、入荷状況写真により確認 

工法 ・下地の乾燥 
・仮敷き、継ぎ目処理、圧着 
・合成樹脂塗り床 
・仕上げの種類 
 各種ﾎﾞｰﾄﾞ類、合板張りの下張 
 り、接着剤、ﾋﾞｽ材質、間隔 
・不陸、目違い、欠損 
・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ類の止め付け工法 
・ｶｰﾍﾟｯﾄ類の下敷き材の敷詰め、 
 上敷きの敷詰め、ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ取り 
 付け、継ぎ目方向、はぎ合わせ 
 ほつれ止め（ﾀﾌﾃｯﾄﾞ） 

・施工状況写真により確認 
・施工状況写真により確認 
・製造所仕様及び施工状況写真により確認 
・施工状況写真及び目視により確認 
 
 
・目視により確認 
・施工状況写真により確認 
・施工状況写真により確認 
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建築 9 
 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（18）ﾕﾆｯﾄ及 
 びその他 
 の工事 

黒板、掲示板、

家具、ｶｰﾃﾝ、 
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、 
ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ、 
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 

・材種、形状、寸法 
・下地材の大きさ、間隔、受け金 
 物 

・設計図書、施工図及び計測により確認 
・目視及び施工状況写真により確認 

（19）耐震改 
 修工事 

材料 ・接着系ｱﾝｶｰ、ｸﾞﾗｳﾄ 
・ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋 

・設計図書、規格証明書、試験成績書、表示 
 ﾏｰｸ写真により確認 

取り付け ・施工管理技術者 ・技量資格証明書により確認 

試験 ・接着系ｱﾝｶｰ取り付け後の引張 
 試験 
・ｸﾞﾗｳﾄの圧縮試験 

・試験成績表により確認 
 
・試験成績表により確認 

注入 ・ｸﾞﾗｳﾄ剤の流下値及び強度 ・設計図書、試験成績書及び施工状況写真に 
 より確認 

（7）鉄骨工事を準用のこと 
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建築 10 

工 種 検査項目 検 査 内 容 検 査 要 点 
（20）解体工 
  事 

一般事項 ・契約図書 
・官公署等手続き 

・適用図書、仕様書の確認 
・各種届け出の確認 

仮設工事 ・環境対策・養生 
 
・指定仮設物 

・特記による騒音、粉塵対策の確認、散水 
 養生の確認 
・特記による仮設物（仮囲い、敷き鉄板、 
 交通誘導員）の確認 

解体施工 ・事前措置 
・建築物解体 
・解体後の整地 

・各種設備配管等の処置記録確認 
・各部位の分別解体の確認 
・埋め戻し、盛土の特記による確認 
 地均し等の状態確認 

建設廃棄物処 
理 

・廃棄物処理計画 
・廃棄物の現場内保管 
 
・廃棄物の運搬・処分の委託 
 
・再資源化等 
 
・最終処分 

・施工計画書の確認 
・廃棄物処理法による同保管基準に沿った 
 保管の確認 
・委託契約による確認 
 ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付による処分終了の確認 
・特記による廃棄物の再資源化の確認及び 
 促進計画書の確認 
・特記による廃棄物、処分場の確認 

特別管理産業 
廃棄物等処理 

・廃棄物処理計画 
・廃棄物の現場内保管 
 
・廃棄物の運搬・処分の委託 
 
・廃棄物の処分等 

・施工計画書の確認 
・特別管理産業廃棄物保管基準に沿った保管 
 の確認 
・委託契約による確認 
・ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付による処分終了の確認 
・特記による処分方法の確認 

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 
建材除去工事 

（除去工事共通） 
・施工方法 
 
 
・専門工事業者 
 
・石綿作業主任者 
・除去作業者 
 
・特別管理産業廃棄物管理責任者 
・粉じん濃度測定 
 
・施工記録報告書 

 
・設計図書の特記により作業ﾚﾍﾞﾙ 1・2・3 を 
 確認、施工計画書、廃棄物の処理方法、 
 施工状況写真等から確認 
・工事に相応した技術を有する証明資料の 
 確認 
・有資格者としての証明書の確認 
・石綿則特別受講の確認 
 石綿則特殊健康診断受診の確認 
・有資格者としての証明書の確認 
・都道府県の登録により測定機関の確認 
 測定記録の確認 
・同上各項の記録を整理した報告書の確認 
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設備 1 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
1 共通事項 
 -1 関係法令による手続き 
 
 
 -2 契約図書に基づく履行 
  状況の確認 
 -3 工事経過写真の確認と 
  照合 
 -4 資材及び機器の確認 
 
 
 -5 試験、測定等の確認 
 
 
 -6 予備品、付属品の納入票 
  及び現品確認 
 
 -7 建設副産物処理（ﾘｻｲｸﾙ 
  処理含む）の確認 
 -8 完成図書 

 
当該工事目的物の設置に関わる法令

手続きが適切に行われ受理又は検査

に合格していること。 
契約図書等に基づく手続きが行われ

ていること。 
工事完成に至る機器製作並びに現場 
施工状況が撮影されていること。 
使用される資材及び機器の仕様、規 
格、品質が適切であること。 
 
法令、基準に基づく試験、測定並びに

指定された機能を確認できる試験が

適切に行われていること。 
指定された予備品、付属品が納入され

ていること。 
 
建設副産物の処理が適切に行われて 
いること。 
納入・設置された機器の製作、据付、 
施工、ｼｰｹﾝｽ、取扱説明事項が網羅さ 
れていること。 

 
手続き書類で確認する。 
 
 
契約図書及び契約図書で指定する書類で 
確認する。 
工事写真で確認する。 
 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
施工計画（工種別詳細要領書等含む）又は 
品質管理書類、試験成績記録及び実測定を 
指示して確認する。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
施工計画書、建設副産物処理調書、処理委 
託契約書、ﾘｻｲｸﾙ計画書、ﾏﾆﾌｪｽﾄ等で確認 
する。 
完成図書を確認 

2 共通工事 
 -1 施工共通事項 
 -1 機材 
  
 
 
 
 -2 施工 
  
 
 
 
 -3 試験 

 

 

・指定された規格、品質、数量を満た

していること。 
 
 
 
・設計図書、関係法令、基準、規格に 
適合していること。 
・器具は堅固に固定されていること。 
・設置、取付けにおいて、傷、汚れが 
ないこと。 
・指定された性能、機能を満たしてい 
ること。 

■指定された仕様に適合していること。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示 
等で確認する。 
●法令・規格適合に関わる認定証、検定証、 
計画（報告）書、試験成績書、品質証明証 
等施工管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理） 
書類等 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 
試験・調整、測定記録（成績書）等で確認 
する。 
寸法その他必要な測定等を指示し確認す 
る。 
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設備 2 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 -2 土工事 ・掘削：掘削面の高さとのり面の勾配 

が適切で、必要な掘削深さが得られて 
いること。 
・埋戻：埋戻土の種別の選定及び締固 
めが適切に行われていること。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 

 -3 地業工事 ・砂利敷き、捨ｺﾝｸﾘｰﾄの規格が適切で、 
設計図書の寸法（厚み）を満たしてい 
ること。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 

 -4 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ・配筋状況が適切であること。 
・ｺﾝｸﾘｰﾄは指定された条件を満足する 
配合であること。 
・ひび割れ、空洞等がないこと。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 
他   ●配合書、出荷伝票、報告書、ｽﾗﾝﾌﾟ、 
強度試験報告書等 

 -5 防火区画の貫通処理 ・法令で定める構造、方法、不燃材で 
処理されていること。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 
他   ●認定品を使用した場合は、その証

明書、ｽﾃｯｶｰ貼付 
 -6 その他貫通部の処理 構造体を貫通し、外部に直接通ずる開

口は防水処置を施していること。 
2-1 の検査方法等に適合していること。 

 -7 基礎工事 据え付けられる機器等に応じた指定 
強度が得られていること。 
寸法、仕上がり、躯体と結束、固定の

方法が適切であること。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 

 -8 塗装及び防錆工事 ・対象物の設置環境に応じた適切な処

理（塗料・防錆）が選定されているこ

と。 
・下地処理が適切かつ確実であるこ

と。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 
他   ●塗装等に関わる計画（要領）書 

 -9 配管・配線設備工事 
  -1 地中配管 
  -2 露出配管 
  -3 屋内、屋外配線 
  -4 ｹｰﾌﾞﾙ配線 
  -5 架空配線 
  -6 その他配線器具（ﾀﾞｸﾄ、 
   ﾗｯｸ、線ぴ、ﾎﾞｯｸｽ等） 

・無駄な屈曲、段差がないこと。土か

ぶりが確保されていること。 
・曲げ半径、支持間隔、振れ止めが基 
準値を満足し、かつ取付が確実である 
こと。 
・規定の高低圧、弱電線との離隔又は 
区画、金属管（保護管、ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ含む） 
には接地が施されていること。 
・伸縮性、耐震性を考慮した適切な施 
工であること。 
・電線相互、対地間の絶縁抵抗が規定 
値以上であること。 

■電気設備技術基準及び指定された仕様

に適合していること。 
2-1 の検査方法等に準ずる。 
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設備 3 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 -9 配管・配線設備工事 ・中継盤、機器盤内の整線状態が良好 

であること。 
・配線、ｹｰﾌﾞﾙの行先表示が明示され 
ていること。 
・配線器具の立上がり、立下がり部の 
処理が適切であること。 
・汚損、損傷がなく、配線、器具等の 
取付が確実であること。 

 

 -10 接地工事 
  -1 高圧又は特別高圧の機 
    器等の接地 
  -2 変圧器 2 次側電路の接 
    地 
 
  -3 低圧機器等の接地 

・接地抵抗値は接地種別に応じた規定 
値以下であること。 
・接地の必要な機器に必要な種別の接 
地が施されていること。 
・接地幹線と分岐線の接続が適切であ 
ること。 
・接地極（又はこれに代わるもの）と 
被接地器具との導通が確実であるこ

と。 

■電気設備技術基準及び指定された仕様

に適合していること。 
2-1 の検査方法等に準ずる。 

3 雷保護設備 
 -1 外部雷保護設備 
   -1 受雷部 
  -2 引下げ導体 
  -3 接地極等 
 -2 内部雷保護設備 
  -1 共通接地器具 
  -2 避雷装置等 

【機材】 
・指定された規格、品質、数量を満た 
していること。 
【施工】 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・鉄筋や近接する金属構造物との離隔 
又はﾎﾞﾝﾄﾞが適切に施されているこ

と。 
・目的に応じた接地ｼｽﾃﾑが構成され、 
避雷装置が適切に設置されているこ 
と。 
・汚損、損傷がなく、器具等の取付が 
確実であること。 
【試験】 
・接地抵抗値が規定値及び指定値以下 
であること。 
・接地導通が確実であること。 

■JIS A 4201 及び指定された仕様に適合

していること。 
2-1 の検査方法等に準ずる。 
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設備 4 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
4 受変電・配電設備工事 
 -1 機材 
 
 
 
 
 -2 配線等の接続 
 
 -3 据付状態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 -4 操作、動作、表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 -5 保安用具、保安表示等の 
  掲示 

【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満たしていること。 
・盤内充電部の離隔、保護が適切であ 
ること。 
【施工】 
・盤内配線の整線、端子台取り付け、 
表示が適切であること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・配線、母線の締付が適切に行われて 
いること。 
・法令等による構造物との離隔（間隔） 
の確保及び設備基準を満たしている 
こと。 
・汚損、損傷がなく、器具等の取付が 
確実であること。 
【試験】 
・指定された性能、機能が規定値及び 
指定値を満たしていること。 
・法令に基づく試験、検査記録が整っ 
ていること。 
・操作性及び動作が適切であること。 
・絶縁耐力、絶縁抵抗は規定値以上で 
あること。 
・ｲﾝﾀｰﾛｯｸの機能が確実であること。 
また、保護継電器は設定値で確実に動 
作すること。 
【保安処置】 
・区画の危険表示（高圧、取扱者以外 
立ち入り禁止等）が掲示されているこ 
と。 
・絶縁ﾏｯﾄ、操作器具の備え付けられ 
ていること。 

■電気事業法、電気設備技術基準、消防法、 
火災予防条例、その他指定された仕様に適

合していること。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事

録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
●機材容量選定に関わる各種計算書等 
 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
●法令・規格適合に関わる試験成績書等 
 
●機材の動作・機能に関わる試験成績書等 
 
●その他性能機能を証明、保証する書類 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報 
告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理） 
書類等 
 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 
 
 
 
試験記録等で確認する。 
●使用前検査（自主検査、法定検査含む） 
書類 
●現地試験成績、測定記録等 
寸法、抵抗測定等を指示し確認する。 
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設備 5 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
5 電源設備工事（発電設備、 
 無停電電源設備等） 
 -1 機材 
  
 
 
 
 
 -2 配線等の接続 
  
 -3 据付状況 
  
 
 
 
 
 
 
 
 -4 操作、動作、表示 
 -5 付属設備 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 -6 保安用具、表示等の確認 

 
 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満たしていること。 
・盤内充電部の離隔、保護が適切であ 
ること。 
【施工】 
・盤内配線の整線、端子台取り付け、 
表示が適切であること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・配線、母線の締付が適切に行われて 
いること。 
・法令等による構造物との離隔（間隔） 
の確保及び設備基準を満たしている 
こと。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満たしてい 
ること。 
・法令に基づく試験、検査記録が整っ 
ていること。 
・操作性及び動作が適切であること。 
・絶縁耐力、絶縁抵抗は規定値以上で 
あること。 
・ｲﾝﾀｰﾛｯｸの機能が確実であること。 
 また、保護継電器は設定値で確実に

動作すること。 
【保安処置】 
・区画の危険表示（高圧、取扱者以外 
立ち入り禁止等）が掲示されているこ 
と。 
・絶縁ﾏｯﾄ、操作器具の備え付けられ 
ていること。 

■電気事業法、電気設備技術基準、消防法、 
火災予防条例、その他指定された仕様に適 
合していること。 
4 の【機材】の検査方法等に適合している 
こと。 
 
 
 
 
 
 
4 の【施工】の検査方法等に適合している

こと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 の【試験】の検査方法等に適合している

こと。 
●振動、騒音、ばい煙測定等の測定記録 
 
●使用前検査（自主検査、法定検査含む） 
書類 
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設備 6 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
6 監視・制御・計装設備（遠 
 方監視、中央監視、自動制 
 御、計装設備） 
 -1 機材 
  
 
 
 -2 配線等の接続 
  
 
 
 
 -3 据付状況 
  
 
 -4 操作、動作、表示 

 
 
 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満たしていること。 
【施工】 
・盤内配線の整線、端子台取り付け、 
表示が適切であること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満たしてい 
ること。 
・絶縁耐力、絶縁抵抗は規定値以上で 
あること。 
・指定された設備の監視、制御が円滑 
に行えること。 
・誤動作、誤操作防止機能を備えてい 
ること。 
・必要なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ制御が行えること。 
・操作性及び動作が適切であること。 

■電気設備技術基準、電気通信事業法その 
他指定する仕様に適合していること。 
 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示 
等で確認する。 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
 
●法令・規格適合に関わる試験成績書等 
 
●機材の動作・機能に関わる試験成績書等 
 
●その他性能機能を証明、保証する書類 
 
4 の【施工】の検査方法等に適合している 
こと。 
 
 
 
試験記録等で確認する。 
●現地試験成績、調整・測定記録等寸法、 
抵抗測定等を指示し確認する。 

7 CCTV・ITV 設備 
 -1 機材 
  
 
 
 -2 配線等の接続  
 
 -3 据付状況 

 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満たしていること。 
【施工】 
・盤内配線の整線、端子台取り付け、 
表示が適切であること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 

■電気設備技術基準、電気通信事業法その 
他指定する仕様に適合していること。 
5 の【機材】の検査方法等に適合している 
こと。 
4 の【施工】の検査方法等に適合している 
こと。 
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設備 7 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 -4 操作、動作、表示 

・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・旋回装置の水平調整、基礎架台固定 
が適切であること。 
・太陽光、照明光が当たらないように 
設置位置、角度が配慮されているこ 
と。 
・夜間においても画質が調整され、視 
認性が確保されていること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】 
指定された性能、機能を満たしている 
こと。 
・絶縁耐力、絶縁抵抗は規定値以上で 
あること。 
指定された信号ﾚﾍﾞﾙを得られている

こと。 
・操作性及び動作が適切であること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 の【試験】の検査方法等に適合している 
こと。 

8 無線設備（各種無線設備、 
 警報設備） 
 -1 機材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 -2 配線等の接続 
 -3 据付状況 

【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満たしていること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【施工】 
・盤内配線の整線、端子台取り付け、 
表示が適切であること。 
・関係法令、基準に適合していること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 

■電気設備技術基準、電気通信事業法、電

波法、その他指定する仕様に適合している

こと。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事

録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示 
等で確認する。 
●機材容量選定に関わる各種計算書 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
●法令・規格適合に関わる認定証又は検定

証 
●試験成績書等 
4 の【施工】の検査方法等に適合している 
こと。 
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設備 8 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 -4 操作、動作、表示 【試験】 

・操作性及び動作が適切であること。 
・絶縁耐力、絶縁抵抗は規定値以上で 
あること。 
・指定された性能、機能を満たしてい 
ること。 
・指定された信号ﾚﾍﾞﾙを得られている

こと。 

5 の【試験】の検査方法等に適合している 
こと。 

9 照明設備工事 
 -1 機材 
 
 
 
 
 
 
 -2 器具の支持方法及び内装 
   との取合い 
 
 
 
 -3 外灯の設置方法と仕上げ 
 
 
 
 
 
 
 
 -4 点灯状態の確認他 

 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満たしていること。 
・使用場所に応じた構造、品質、機能 
を有していること。 
 
【施工】 
・関係法令、基準に適合していること。 
・機器の固定については耐震性が考慮

されていること。 
・ｽｲｯﾁ、ｺﾝｾﾝﾄの極性が適切であるこ 
と。 
・他の設備との協調がとれているこ 
と。 
・配線、器具取付状態が適切であるこ 
と。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満たしてい

ること。 
・一般照明及び非常照明の照度基準を 
満たしていること。 
・電源回路の絶縁抵抗が適切であるこ 
と。 
・器具に適切な接地が施されているこ 
と。 

■建築基準法、消防法、電気設備技術基準、 
その他指定する仕様に適合していること。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示 
等で確認する。 
●納入仕様書等 
●法令・規格適合に関わる試験成績書等 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
4 の【施工】の検査方法等に適合している

こと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 の【試験】の検査方法等に適合している

こと。 
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設備 9 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
10 電話設備工事 
 -1 機材 
  
 
 -2 配線等の接続 
 -3 据付状況 
 
 
 
 
 
 -4 操作、動作、表示 

【機材】 
指定された規格品質、機能、数量を満

たしていること。 
【施工】 
・配線、器具取付状態が適切であるこ 
と。 
・関係法令、基準に適合していること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満たしてい

ること。 
・通話品質が確保されていること。 
・電源装置が確実に機能しているこ

と。 
・関連設備との協調（連動）動作が確

実であること。 

■電気設備技術基準、電気通信事業法、電 
波法、その他指定する仕様に適合している 
こと。 
9 の【機材】の検査方法等に適合している 
こと。 
4 の【施工】の検査方法等に適合している 
こと。 
 
 
 
 
5 の【試験】の検査方法等に適合している 
こと。 

11 防災設備工事（自火報設 
   備・防犯設備等） 
 -1 機材 
  
 
 
 -2 配線等の接続 
 -3 据付状況 
  
 
 -4 操作、動作、表示 

【機材】 
指定された規格品質、機能、数量を満

たしていること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
【施工】 
・配線、器具取付状態が適切であること。 

・関係法令、基準に適合していること。 

・取付け状況、仕上りが良好であること。 

・配線、器具取付状態が適切であること。 

【試験】 
・指定された性能、機能を満たしてい 
ること。 
・感知器と表示区画の整合がとれてい

ること。 
・盤内整線状態が良好であること。 
・関連設備との協調（連動）動作が確 
実であること。 

■建築基準法、消防法、電気設備技術基準、 
その他指定する仕様に適合していること。 
8 の【機材】の検査方法等に適合している 
こと。 
 
4 の【施工】の検査方法等に適合している 
こと。 
 
 
 
5 の【試験】の検査方法等に適合している 
こと。 
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設備 10 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 ・電源装置が確実に機能しているこ 

と。 
・法令に基づく届出が行われ、検査に 
合格していること。 

 

12 通信・情報設備工事 
 （拡声装置、電気時計装置、 
 表示装置、ﾃﾚﾋﾞ共同受信装 
 置、構内情報通信網装置 
 等） 
 -1 機材 
 
 
 
 -2 配線等の接続 
 
 -3 据付状況 
 
 
 
 
 -4 操作、動作、表示 

 
 
 
 
 
【機材】 
指定された規格品質、機能、数量を満

たしていること。 
【施工】 
・配線、器具取付状態が適切であるこ 
と。 
・関係法令、基準に適合していること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満たしてい 
ること。 
・盤内整線状態が良好であること。 
・関連設備との協調（連動）動作が確 
実であること。 
・電源装置が確実に機能しているこ 
と。 
・法令に基づく届出が行われ、検査に 
合格していること。 

■電気設備技術基準、電気通信事業法、電 
波法、その他指定する仕様に適合している 
こと。 
 
 
8 の【機材】の検査方法等に適合している 
こと。 
 
4 の【施工】の検査方法等に適合している 
こと。 
 
 
 
 
 
 
5 の【試験】の検査方法等に適合している

こと。 
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設備 11 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
1 共通事項 
 -1 関係法令による手続き 
 -2 契約図書に基づく履行状 
 況の確認 
 -3 工事経過写真の確認と照 
 合 
 -4 資材及び機器の確認 
 -5 試験、測定等の確認 
 -6 予備品、付属品の納入表 
 及び現品確認 
 -7 建設副産物処理（ﾘｻｲｸﾙ 
 処理含む）の確認 
 -8 完成図書 

 
■電気通信設備工事編 
1 共通事項の検査基準による。 

 
■電気通信設備工事編 
1 共通事項の検査方法等による。 

2 共通工事 
 -1 施工共通事項 
  -1 機材 
 
 
  -2 施工 
 
 
 
  -3 試験 

 
 
・指定された規格、品質、数量を満足 
していること。 
 
・設計図書、関係法令、基準、規格に 
適合していること。 
・設置、取付け状況、仕上りが良好で 
あること。 
 
・指定された性能、機能を満足してい

ること。 

■指定された仕様に適合していること。 

設計図書及び仕様決定に関わる打合議事録、

承諾図書等と、現品の製造銘板、表示等で確

認する。 

●法令・規格適合に関わる認定証、検定書、 

計画（報告）書、試験成績書、品質証明書等 

施工管理書類、写真等で確認する。 

●施工管理（出来形・品質管理）書類等 

現場において出来映えを確認する。 

試験・調整、測定記録（成績書）等で確認す

る。 

寸法、抵抗測定等を指示し確認する。 

●現地試験成績書等 
 -2 土工事 ・掘削：掘削面の高さとのり面の勾配

が適切で、必要な掘削深さが得られて

いること。 
・埋戻：盛土の種別の選定及び締固め

が適切に行われていること。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 

 -3 地業工事 ・砂利敷き、捨ｺﾝｸﾘｰﾄの規格が適切で、 
設計図書の寸法（厚み）を満足してい

ること。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 

 -4 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ・配筋状況が適切であること。 
・指定値以上の強度のｺﾝｸﾘｰﾄを使用し 
ていること。 
・ひび割れ、空洞等がないこと。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 
他   ●配合書、報告書、ｽﾗﾝﾌﾟ、強度試験

報告書等 
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設備 12 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 -5 防火区画の貫通処理 ・法令で定める構造、方法、不燃材で 

処理されていること。 
2-1 の検査方法等に準ずる。 
他   ●認定品を使用した場合は、その証

明書、ｽｯﾃｶｰ貼付 
 -6 その他貫通部の処理 ・止水性に優れた処理が施されている 

こと。 
2-1 の検査方法等に準ずる。 

 -7 基礎工事 据え付けられる機器等に応じた検討 
がなされ、適切な基礎となっているこ 
と。 
寸法、仕上がり、強度、躯体と結束、 
固定の方法が適切であること。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 

 -8 保温、塗装及び防錆工事 ・見切りﾊﾞﾝﾄﾞ、菊座の仕舞が適切で 
あること。 
・仕上がりが良好であること。 
・対象物の設置環境に応じた適切な処 
理（塗料・防錆）が選定されているこ 
と。 
・下地処理が適切に行われているこ

と。 

2-1 の検査方法等に準ずる。 
他   ●塗装等に関わる計画（要領）書 

 -9 配管工事 
  -1 地中配管 
 
  -2 管の接合、勾配、支持 
 
 
 
 
  -3 耐震及び伸縮に対する 
   考慮 
  -4 配管上部の空気抜き、下 
   部の水抜き処理 
  -5 特殊仕様の配管材料の 
   加工及び補修方法 

 
・無駄な屈曲、段差がないこと。 
・土かぶりが確保されていること。 
・接合方法、勾配が指定された仕様（基 
準）に適合していること。 
・曲げ半径、支持間隔、振れ止めが基 
準値以上で、かつ取付が確実であるこ 
と。 
・伸縮性、耐震性を考慮した適切な施 
工がなされていること。 
・配管経路上の適切な位置に設置され 
ていること。 
・要領書に基づき施工されているこ 
と。 
 

 
2-1 の検査方法等に準ずる。 

 -10 各設備の電源配線工事 
   等 

■電気通信設備工事編2-9の検査内容

に準ずる。 
■電気通信設備工事編 2-9 の検査方法に準

ずる。 
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設備 13 
 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
3 建築機械設備 
 -1 空気調和設備工事 
  -1 ﾎﾞｲﾗｰ及び温風暖房機 
   -1 機材 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   -2 配管、配線等の接続 
 
   -3 据付状況 
   
 
 
 
 
 
 
 
   -4 操作、動作、表示 
   -5 運転状況 

 
 
 
 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・必要な安全装置又は保護装置が具備 
されていること。 
・指定された付属品が具備されている 
こと。 
 
 
【施工】 
・配管、配線、器具取付状態が適切で 
あること。 
・機器の固定については耐震及び防振 
措置が考慮されていること。 
・基礎は適切な強度が得られているこ 
と。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満足してい

ること。 
・安全装置又は保護装置の動作が確実 
であること。 
・制御及び計測装置の動作が確実であ 
ること。 
・本体及び配管の耐圧性能が確保され 
ていること。 
・法令に基づく届出が行われ、検査に 
合格していること。 

■ﾎﾞｲﾗｰ関連規則、構造規格及び指定され

た仕様に適合していること。 
■ﾊﾞｰﾅｰは、消防法、ｶﾞｽ事業法、液化ｶﾞｽ

保安法令、及び燃焼に関する安全基準に適

合していること。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示 
等で確認する。 
●法令に基づく許可又は届出、個別検定、 
検査済証、適合認定証等 
●納入仕様書等 
●基準・規格適合に関わる試験成績書等 
●消防法令等に基づく届出等の検査済書

類等 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報 
告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理）

書類等 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 
 
 
試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定等を指示し確認する。 
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設備 14 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
3-1-2 温水発生機 
    3-1-1 の項目に準ずる。 

 
3-1-1 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 

   -3 冷凍機 
   3-1-1 の項目に準ずる。 

3-1-1 の検査内容に準ずる。 3-1-1 の検査方法に準ずる 
他   ●高圧ｶﾞｽ保安法、冷凍保安規則等及

び指定された仕様に適合していること。 
 -4 氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ 
  3-1-1 の項目に準ずる。 

3-1-1 の検査内容に準ずる。 3-1-1 の検査方法に準ずる。 

 -5 冷却塔 
  -1 機材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  -2 配管、配線等の接続 
 
  -3 据付状況 
 
 
 
 
  -4 操作、動作、表示 
  -5 運転状況 

【機材】  
・指定された規格、品質、機能、数量

を満足していること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・必要な安全装置又は保護装置が具備 
されていること。 
・指定された付属品が具備されている 
こと。 
【施工】   ・配管、配線、器具取付

状態が適切であること。 
・機器の固定については耐震及び防振 
措置が考慮されていること。 
・基礎は適切な強度が得られているこ 
と。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】   ・指定された性能、機能

を満足していること。 
・安全装置又は保護装置の動作は確実

であること。 
・関連設備との協調（連動）動作が確 
実であること。 
・制御及び計測装置の動作は確実であ 
ること。 
・本体及び配管の耐圧性能が確保され 
ていること。 
・法令に基づく届出が行われ、検査に 
合格していること。 

 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示 
等で確認する。 
●納入仕様書等 
●法令・基準・規格適合に関わる試験成績

書等 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報 
告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理） 
書類等 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 
 
試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定等を指示し確認する。 
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設備 15 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
3-1-6 空気調和機 
   3-1-5 の項目に準ずる。 

 
3-1-5 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-5 の検査方法に準ずる。 
他 ●法令、条例に基づく特定施設届出

（振動、騒音）の受理 
   -7 空気清浄装置 
   3-1-5 の項目に準ずる。 

 
3-1-5 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-5 の検査方法に準ずる。 

   -8 全熱交換 
     3-1-5 の項目に準ずる。 

 
3-1-5 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-5 の検査方法に準ずる。 

   -9 放熱器及び放熱器付属 
      品 
   3-1-5 の項目に準ずる。 

 
 
3-1-5 の検査内容に準ずる。 

 
 
3-1-5 の検査方法に準ずる。 

   -10 送風機 
     3-1-5 の項目に準ずる。 

 
3-1-5 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-5 の検査方法に準ずる。 
他 ●法令、条例に基づく特定施設届出

（振動、騒音）の受理 
   -11 ﾎﾟﾝﾌﾟ（空調用） 
     3-1-5 の項目に準ずる。 

3-1-5 の検査内容に準ずる。 
他 ●ｸﾞﾗﾝﾄﾞ排水が滞留することな

く流出すること。 
●水中ﾎﾟﾝﾌﾟ機側ｹｰﾌﾞﾙは機器一体で

あること。（現場接続不可） 
●逆止弁に背圧がかかるような配管

状態の時はﾊﾞｲﾊﾟｽ又は水抜きが設け

られていること。 

 
3-1-5 の検査方法に準ずる。 

   -12 ﾀﾝｸ及びﾍｯﾀﾞｰ 
     3-1-5 の項目に準ずる。 

 
3-1-5 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 

   -13 ﾀﾞｸﾄ及びﾀﾞｸﾄ付属品 
     3-1-5 の項目に準ずる。 

 
3-1-5 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-5 の検査方法に準ずる。 

   -14 制気口及びﾀﾞﾝﾊﾟｰ 
    3-1-1の項目に準ずる。 

 
3-1-1 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 

 -2 自動制御設備工事 
  -1 自動制御装置 
  -2 端末装置 
  -3 自動制御盤 
  -4 中央監視盤 
  -5 計装機器 

■電気通信設備工事編 6 監視・制

御・計装設備の検査内容に準ずる。 
■電気通信設備工事編 6 監視・制御・計

装設備の検査方法に準ずる。 
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設備 16 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 -3 給排水衛生設備工事 
  -1 衛生器具 
   -1 機材 
 
 
 
 
   -2 配管、配線等の接続 
   -3 据付状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   -4 操作、動作、表示 
 
 
 
   -5 通水・排水状況 
 
 
 
 
 
 -2 ﾎﾟﾝﾌﾟ類（揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ、小 
  型給水ﾎﾟﾝﾌﾟ等） 
  3-3-1 の項目に準ずる。 
 -3 ﾀﾝｸ類（貯湯、給水、消 
  火用等） 
  3-3-1 の項目に準ずる。 
 -4 消火機器類（屋内、屋外 
  消火栓、特殊消火等） 
  3-3-1 の項目に準ずる。 

【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・指定された付属品が具備されている 
こと。 
【施工】 
・配管、配線、器具取付状態が適切で 
あること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・指定された方法により取り付けら 
れ、ｶﾞﾀつきがないこと。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満足してい

ること。 
・付属装置の動作が確実であること。 
・制御及び計測装置の動作は確実であ 
ること。 
・漏水がなく、通水又は排水状態が良 
好であること。 
・法令に基づく届出が行われ、検査に 
合格していること。 
 
 
3-1-11 の検査内容に準ずる。 
 
 
3-1-12 の検査内容に準ずる。 
他 ●飲料用にあっては、清掃及び消

毒を行っていること。 
3-3-1 の検査内容に準ずる。 

■指定された仕様に適合していること。 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 
他 ●消防用にあっては、消火設備設置届

出、検査済証 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 
他 ●消防用にあっては、消火設備設置届

出、検査済証 
 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 
他 ●消火設備設置届出、検査済証 
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設備 17 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 -5 排水器具（排水金具、桝 
  等） 
  -1 機材 
 
  -2 配管との接続 
  -3 取付状況 
  -4 排水状況 

【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
【施工】 
・設置、取付け状況、仕上りが良好で 
あること。 
【試験】 
・漏水がなく、通水又は排水状態が良 
好であること。 

 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 

 -4 ｶﾞｽ設備工事 
  -1 都市ｶﾞｽ設備 
   -1 機材 
 
 
 
 
 
 
   -2 配管及び接合 
   -3 据付状況 

 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
・指定された付属品が具備されている 
こと。 
 
 
 
【施工】 
・機器の固定については耐震性が考慮

されていること。 
・警報装置は使用ｶﾞｽの性状に即した 
場所に設置されていること。 
・指定された方法により取り付けら

れ、ｶﾞﾀつきがないこと。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・配管、配線、器具取付状態が適切で 
あること。 
・防食処置及び塗装は適切であるこ 
と。（埋設、露出部） 
・躯体貫通部及び建物引き込み口の配 
管の処置（ﾃｰﾌﾟ巻き又は絶縁継手設 
置等）は適切であること。 
・電気工作物との離隔又は保護は適切 
であること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ

と。 

■ｶﾞｽ事業法及び技術基準に適合している

こと。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
●ｶﾞｽ事業者の供給約款及び法令に基づく

認定品であること。 
●納入仕様書等 
●基準・規格適合に関わる試験成績書等 
●機材等の据付に関わる強度計算書 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報 
告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理）

書類等 
 
写真及び現場において出来映えを確認す 
る。 
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設備 18 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
3-4-1 
    -4 操作、動作、表示 
 
 
    -5 ｶﾞｽ通し、点火状況 
 
 
 
 
 
  -2 液化石油ｶﾞｽ設備 
    -1 機材 
  -2 配管及び接合 
  -3 据付状況 
  -4 操作、動作、表示 
  -5 ｶﾞｽ通し状況 
 -5 さく井設備工事 
  -1 事前調査 
  -2 さく井設備 
    -1 機材 
 
 
 
 
 
 
    -2 施工状況 
 
 
 
 
 
 
    -3 仕上げ 

【試験】 
・指定された性能、機能を満足してい 
ること。 
・付属装置の動作が確実であること。 
・制御及び計測装置の動作は確実であ 
ること。 
・気密・耐圧試験及び点火試験が良好 
であること。 
・法令に基づく届出が行われ、検査に 
合格していること。 
 
3-4-1 の検査内容に準ずる。 
 
 
 
 
特記により必要な事前調査が行われ 
ていること。 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
・指定された付属品が具備されている 
こと。 
 
 
 
【施工】 
・事前調査に基づいた、適切な掘削工

法で行われ、必要な測定が行われてい

ること。 
・指定された方法により、ｹｰｼﾝｸﾞ、 
ｽｸﾘｰﾝ、砂利充てん、遮水が施されて

いること。 
・十分な井内洗浄、泥、砂の除去が行 
われていること。 
※ﾎﾟﾝﾌﾟの検査内容は、3-1-5 に準ず 
る 

試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定等を指示し確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
■高圧ｶﾞｽ保安法、液化石油ｶﾞｽ保安規則、

容器保安規則、液化石油ｶﾞｽの保安の確保 
及び取引の適正化に関する法律、LP ｶﾞｽ設

備設置基準及び取扱要領に適合している 
こと。 
3-4-1 の検査方法に準ずる。 
調査報告書により確認する。 
 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
●納入仕様書等 
●法令・基準・規格適合に関わる試験成績 
書等 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報

告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理）

書類等 
 
写真及び現場において出来映えを確認す 
る。 
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設備 19 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
    -4 試験調整報告 【試験】 

・指定された性能、機能を満足してい 
ること。 
・付属装置の動作が確実であること。 
・制御及び計測装置の動作が確実であ 
ること。 
・気密・耐圧試験及び揚水状況が良好 
であること。 
・法令に基づく届出が行われ、検査に 
合格していること。 

揚水試験報告書で確認する。 
水質試験結果を確認する。 
●保健所又は認定機関の検査済証 

 -6 浄化設備工事 
   -1 現場施工型浄化槽 
    -1 機材 
 
 
 
 
 
 
 
 
    -2 配管、配線等の接続 
 
    -3 据付状況 
 
 
 
 
 
    -4 操作、動作、表示 
 
 
    -5 運転状況 

 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・指定された付属装置が具備されてい 
ること。 
【施工】 
・配管、配線、器具取付状態が適切で 
あること。 
・基礎は適切な強度が得られているこ 
と。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満足してい

ること。 
・付属装置の動作は良好であること。 
・水槽及び配管類は漏れがないこと。 
また、適切な漏れ確認が行われている 
こと。 
・放流水の水質基準を満足しているこ

と。 

■浄化槽法及び建築基準法、千葉県浄化槽

取扱指導要綱に適合していること。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
●法令に基づく適正な手続き、これに関わ

る検査済証又は届出済証等 
 
 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報 
告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理）

書類等 
 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 
試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定等を指示し確認する。 
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設備 20 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
   -2 ﾕﾆｯﾄ型浄化槽 
    -1 機材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    -2 配管、配線等の接続 
 
    -3 据付状況 
 
 
 
    -4 操作、動作、表示 
 
 
    -5 運転状況 

 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・関係法令及び条例、基準、規格に適 
合していること。 
・指定された付属装置が具備されてい 
ること。 
【施工】  ・配管、配線、器具取付

状態が適切であること。 

・基礎は適切な強度が得られているこ

と。 

・関係法令、基準、規格に適合している

こと。 

・取付け状況、仕上りが良好であること。 

【試験】  ・指定された性能、機能

を満足していること。 

・付属装置の動作が良好であること。 

・放流水の水質基準を満足しているこ

と。 

 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示 
等で確認する。 
●法令に基づく適正な手続き、これに関わ

る検査済証又は届出済証等 
●納入仕様書等 
●法令・基準・規格適合に関わる試験成績

書等 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報

告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理） 
書類等 
 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 
 
試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定等を指示し確認する。 

 -7 昇降機設備工事 
   -1 機材 
 
 
 
 
 
 
 
   -2 配管、配線等の接続 
   -3 据付状況 

【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量

を満足していること。 
・機器の固定については耐震性が考慮

されていること。 
・関係法令及び条例、基準、規格に適

合していること。 
・指定された付属装置が具備されてい

ること。 
【施工】 
・配管、配線、器具取付状態が適切で

あること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい

ること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ

と。 

■建築基準法令に適合していること。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示 
等で確認する。 
●法令に基づく適正な手続き、これに関わ

る検査済証、納入仕様書等 
●法令・基準・規格適合に関わる試験成績

書等 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報

告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理）

書類等 
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設備 21 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
   -4 操作、動作、表示 
 
 
   -5 運転状況 

【試験】 
・指定された性能、機能を満足してい 
ること。 
・付属装置の動作は良好であること。 
・安全装置・保護装置の操作が確実で 
あること。 
・関連設備との協調（連動）動作が確 
実であること。 

写真及び現場において出来映えを確認す 
る。 
 
 
試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定等を指示し確認する。 

 -8 機械式駐車設備工事 
  3-4 の項目に準ずる。 

 
3-4 の検査内容に準ずる。 

 
3-4 の検査方法に準ずる。 

 -9 医療ｶﾞｽ設備工 
  3-1-1 の項目に準ずる。 

 
3-1-1 の検査内容に準ずる。 

 
3-1-1 の検査方法に準ずる。 
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設備 22 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
4 河川、港湾、水処理ﾌﾟﾗﾝﾄ 
 設備等 
 -1 河川・水路等機械設備 
  -1 水門・除塵機等 
   -1 機材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   -2 配管、配線等の接続 
   
  -3 据付状況 
 
 
   -4 操作、動作、表示 
   -5 運転状況 

 
 
 
 
【機材】 
・指定された機能、規格、品質、数量 
を満足していること。 
・指定された付属装置、機材が具備さ 
れていること。 
 
 
 
 
 
【施工】 
【電気通信設備工事編 2-9 配管・ 
配線工事】の検査内容に準ずる。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・設置、取付け状況、仕上りが良好で 
あること。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満足してい 
ること。 
・運転動作が良好であること。 
・安全装置・保護装置の動作が確実で 
あること。 
・関連設備との協調（連動）動作が確 
実であること。 

■各関係法令に適合していること。 
■指定された仕様、規格に適合しているこ

と。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
●納入仕様書等 
●法令・基準・規格適合に関わる試験成績

書等 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
●構造（容量）計算書 
●機材の動作・機能に関わる試験成績書等 
●その他性能機能を証明、保証する書類 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報

告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理）

書類等 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 
 
試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定、運転を指示し確認する。 

 -2 水処理施設機械設備 
  -1 掻き寄せ機 
  4-1-1 の項目に準ずる。 

 
 
4-1-1 の検査内容に準ずる。 

 
 
4-1-1 の検査方法に準ずる。 

  -2 攪拌機 
  4-1-1 の項目に準ずる。 

 
4-1-1 の検査内容に準ずる。 

 
4-1-1 の検査方法に準ずる。 

  -3 ﾌﾞﾛﾜｰ 
  4-1-1 の項目に準ずる。 

 
4-1-1 の検査内容に準ずる。 

 
4-1-1 の検査方法に準ずる。 

  -4 小型ﾎﾟﾝﾌﾟ 
  4-1-1 の項目に準ずる。 

 
4-1-1 の検査内容に準ずる。 

 
4-1-1 の検査方法に準ずる。 
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設備 23 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
  -3 薬品注入設備 
   -1 貯蔵ﾀﾝｸ 
    -1 機材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    -2 配管、配線等の接続 
    -3 据付状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    -4 操作、動作、表示 

 
【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・必要な安全装置又は保護装置が具備 
されていること。 
・指定された付属品が具備されている 
こと。 
 
 
 
 
【施工】 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・基礎は適切な強度が得られているこ 
と。 
・防液堤の容量が適切であること。 
・越流管、排気管の接続先が適切であ 
ること。 
・ﾀﾗｯﾌﾟ、点検架台の安全措置が適切 
であること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・配管、配線、器具取付状態が適切で 
あること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
・液体名、方向が明示されていること。 
・薬品に関する取扱注意事項が掲示さ 
れていること。 
【試験】 
・指定された性能、機能を満足してい 
ること。 

■各関係法令に適合していること。 
■指定された仕様、規格に適合しているこ

と。 
 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
●法令に基づく適正な手続き、これに関わ

る検査済証又は届出済証等 
●機材容量選定に関わる各種計算書等 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
●法令・規格適合に関わる試験成績書等 
●機材の動作・機能に関わる試験成績書等 
●その他性能機能を証明、保証する書類 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報 
告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理）

書類等 
 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定等を指示し確認する。 
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設備 24 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
 ・指定された性能、機能を満足してい

ること。 
・安全装置又は保護装置の動作が確実

であること。 
・制御及び計測装置の動作が確実であ

ること。 
・本体及び配管の耐圧及び気密性能が

確保されていること。 

 

   -2 注入装置 
     4-3-1 の項目に準ずる。 

 
4-3-1 の検査内容に準ずる。 

 
4-3-1 の検査方法に準ずる。 

   -3 配管設備 
     4-3-1 の項目に準ずる。 

 
4-3-1 の検査内容に準ずる。 

 
4-3-1 の検査方法に準ずる。 

   -4 排水処理、脱臭設備 
     4-3-1 の項目に準ずる。 

 
4-3-1 の検査内容に準ずる。 

 
4-3-1 の検査方法に準ずる。 

 -4 揚水等ﾎﾟﾝﾌﾟ設備 
  -1 揚水、取水、送配水、配 
  水ﾎﾟﾝﾌﾟ 
    -1 機材 
 
 
 
 
 
 
    -2 配管、配線等の接続 
 
    -3 据付状況 

【機材】 
・指定された規格、品質、機能、数量 
を満足していること。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・必要な安全装置又は保護装置が具備 
されていること。 
・指定された付属設備が具備されてい 
ること。 
【施工】 
・配管、配線、器具取付状態が適切で 
あること。 
・機器の固定については耐震性が考慮 
されていること。 
・基礎は適切な強度が得られているこ 
と。 
・関係法令、基準、規格に適合してい 
ること。 
・取付け状況、仕上りが良好であるこ 
と。 
・計測装置の動作が確実であること。 
・本体及び配管の耐圧及び気密性能が 
確保されていること。 

■各関係法令に適合していること。 
■指定された仕様、規格に適合しているこ

と。 
設計図書及び仕様決定に関わる打合議事 
録、承諾図書等と、現品の製造銘板、表示

等で確認する。 
●納入仕様書等 
●法令・基準・規格適合に関わる試験成績

書等 
●機材容量選定に関わる各種計算書等 
●機材等の据付に関わる耐震強度計算書

等 
●機材の動作・機能に関わる試験成績書等 
●その他性能機能を証明、保証する書類 
 
施工計画、立会確認書類、施工段階確認報 
告書、品質管理書類、写真等で確認する。 
●段階立会確認又は報告書 
●施工管理（施工要領・出来形・品質管理）

書類等 
 
写真及び現場において出来映えを確認す

る。 



57 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設備 25 

工種・項目 検 査 基 準 検 査 方 法 等 
    -4 操作、動作、表示 
    -5 運転状況 

【試験】 
・指定された性能、機能を満足してい 
ること。 
・安全装置又は保護装置の動作が確実 
であること。 

試験記録等で確認する。 
●試験成績、測定記録等 
寸法、測定等を指示し確認する。 
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  オ・合格判定方法 
    検査は、契約図書のほか各種仕様書、適用すべき諸基準等と施工管理記録、現地測定 
   及び現地観察した結果を対比して合否を判定する。 
    ① 土木工事、同（農業農村整備事業）、建築工事及び設備工事の出来形検査基準は別表 
     による。 
    ② 出来形寸法等は、すべての測定値が規格値を満足するものを合格とする。 
    ③ 測定の結果、一部が規格値を満足していないが構造及び機能に支障ないと認められ 
    る場合は検査職員の判断による。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


